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【
年
度
計
画
３
】

教
養
教
育
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

下
記
一
覧
表
中
、
「
必
」
＝
必
修
科
目
、
「
選
」
＝
選
択
科
目
、
「
自
」
＝
自
由
科
目
、
＊
印
＝
指
定
科
目
で
す
（
P.
●
を
参
照
し
て
下
さ
い
）

※
「
必
」
「
選
」
「
自
」
い
ず
れ
も
記
載
が
な
い
科
目
は
、
そ
の
学
部
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
外
の
科
目
と
な
り
ま
す
の
で
、
履
修
で
き
ま
せ
ん
。

配
当

年
次
開
講 期
単
位 数

医
薬

経
済
人
文

社
会
芸
術

工
学
看
護

備
　
考

特
色
科
目
１
（
教
養
と
し
て
知
っ
て
お
き
た
い
様
々
な
病
気
の
実
態
）
医
学
部
提
供

1
前
後

2
自自

選
選

選
選

選

特
色
科
目
２
（
創
薬
と
生
命
）

薬
学
部
提
供

1
前

2
選

選
選

選
選

選

特
色
科
目
３
（
環
境
と
薬
学
）

薬
学
部
提
供

1
前

2
選

選
選

選
選

選

特
色
科
目
４
（
持
続
可
能
な
社
会
を
つ
く
る
社
会
事
業
）

経
済
学
部
提
供

1
後

2
選

選
選

選
選

選

特
色
科
目
５
（
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
）

経
済
学
部
提
供

1
後

2
選

選
選

選
選

選

特
色
科
目
６
（
次
世
代
育
成
の
課
題
）

人
文
社
会
学
部
提
供

1
前

2
選

選
選

選
選

選

特
色
科
目
７
（
省
資
源
・
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
型
の
社
会
を
考
え
る
）

芸
術
工
学
部
提
供

1
前

2
選

選
選

選
選

選

特
色
科
目
８
（
デ
ザ
イ
ン
と
情
報
）

芸
術
工
学
部
提
供

1
前

2
選

選
選

選
自 自

選

特
色
科
目
９
（
社
会
環
境
論
）

看
護
学
部
提
供

1
前

2
選

選
選

選
選

選

特
色
科
目
１
０
 （
メ
デ
ィ
ア
環
境
論
）

看
護
学
部
提
供

1
後

2
選

選
選

選
選

選

特
色
科
目
１
１
（
植
物
の
多
様
性
と
環
境
）

シ
ス
テ
ム
自
然
科
学

研
究
科
提
供

1
前

2
選

選
選

選
選

選
集
中
講
義

特
色
科
目
１
２
（
動
物
と
ヒ
ト
の
進
化
多
様
性
）

シ
ス
テ
ム
自
然
科
学

研
究
科
提
供

1
前

2
選

選
選

選
選

選

特
色
科
目
１
３
（
男
女
共
同
参
画
社
会
を
め
ざ
し
て
）

男
女
共
同
参
画
室
提
供

1
前

2
選

選
選

選
選

選

特
色
科
目
１
４
（
ジ
ェ
ン
ダ
ー
入
門
）

人
文
社
会
学
部
提
供

1
後

2
選

選
選

選
選

選

特
色
科
目
１
５
（
共
生
社
会
に
お
け
る
ふ
れ
あ
い
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
）

医
学
部
提
供

1
前

2
選

選
選

選
選

選
集
中
講
義

特
色
科
目
１
６
（
平
和
論
）

人
文
社
会
学
部
提
供

1
2

選
選

選
選

選
選

特
色
科
目
１
７
（
正
義
論
）

人
文
社
会
学
部
提
供

1
後

2
選

選
選

選
選

選

区
分

授
業
科
目
(副
題
）

共 通 科 目

一 般 教 養 科 目

大 学 特 色 科 目

特
色
科
目
１
７
（
正
義
論
）

人
文
社
会
学
部
提
供

1
後

2
選

選
選

選
選

選

特
色
科
目
１
８
（
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
）

経
済
学
部
提
供

1
後

2
選

選
選

選
選

選

特
色
科
目
１
９
（
地
域
企
業
の
国
際
化
）

経
済
学
部
提
供

1
前

2
選

選
選

選
選

選
集
中
講
義

特
色
科
目
２
０
（
Ａ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
と
向
き
あ
う
社
会
）

看
護
学
部
提
供

1
前

2
選

選
選

選
選

選

学
外
実
習
１
（
暮
ら
し
を
楽
し
む
山
村
合
宿
）

人
文
社
会
学
部
提
供

1
前

2
選

選
選

選
選

選

学
外
実
習
２
（
中
国
短
期
語
学
研
修
）

人
文
社
会
学
部
提
供

1
後

2
選

選
選

選
選

選
集
中
講
義

学
外
実
習
３
（
フ
ラ
ン
ス
短
期
語
学
研
修
）

人
文
社
会
学
部
提
供

1
後

2
選

選
選

選
選

選
集
中
講
義

学
外
実
習
４

1
2

選
選

選
選

選
選

平
成
25
年
度
非
開
講

下
記
一
覧
表
中
、
「
必
」
＝
必
修
科
目
、
「
選
」
＝
選
択
科
目
、
「
自
」
＝
自
由
科
目
、
＊
印
＝
指
定
科
目
で
す
（
P.
●
を
参
照
し
て
下
さ
い
）

※
「
必
」
「
選
」
「
自
」
い
ず
れ
も
記
載
が
な
い
科
目
は
、
そ
の
学
部
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
外
の
科
目
と
な
り
ま
す
の
で
、
履
修
で
き
ま
せ
ん
。

配
当

年
次
開
講 期
単
位 数

医
薬

経
済
人
文

社
会
芸
術

工
学
看
護

備
　
考

区
分

授
業
科
目
(副
題
）

日
本
国
憲
法
（
事
例
で
学
ぶ
日
本
国
憲
法
）

1
後

2
選

選
選

選
選

選

日
本
国
憲
法
（
歴
史
的
・
比
較
的
視
座
か
ら
学
ぶ
「
基
本
憲
法
」
）

1
前

2
選

選
選

選
選

選

日
本
国
憲
法
（
な
ぜ
憲
法
が
必
要
な
の
か
）

1
前

2
選

選
選

選
選

選

法
学
１
（
法
と
国
家
、
法
と
生
活
）

1
後

2
選

選
選

選
選

選

法
学
２
（
現
代
社
会
と
法
律
１
）

1
前

2
選

選
選

選
選

選

法
学
３
（
現
代
社
会
と
法
律
２
）

1
前

2
選

選
選

選
選

選
集
中
講
義

法
学
４
（
知
的
財
産
権
入
門
）

1
後

2
選

選
選

選
自自

選

法
学
５
（
法
と
そ
の
精
神
）

1
前

2
選

選
選

選
選

選

現
代
社
会
１

1
2

選
選

選
選

選
選

平
成
25
年
度
非
開
講

現
代
社
会
２
（
情
報
社
会
と
メ
デ
ィ
ア
）

1
後

2
選

選
選

選
選

選

経
済
学
１
（
経
済
学
の
考
え
方
）

1
後

2
選

選
自 自

選
選

選

経
済
学
２
（
経
済
の
し
く
み
）

1
前

2
選

選
自 自

選
選

選

経
営
学
１
（
企
業
と
社
会
、
個
人
の
関
係
）

1
前

2
選

選
自 自

選
選

選

経
営
学
２
（
会
計
・
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
と
情
報
処
理
）

1
後

2
選

選
自 自

選
選

選

社
会
学
１
（
社
会
学
概
論
）

1
前

2
選

選
選

選
選

選

社
会
学
２
（
地
域
社
会
学
）

1
後

2
選

選
選

選
選

選

社
会
学
３
（
近
代
社
会
の
な
り
た
ち
）

1
後

2
選

選
選

選
選

選

政
治
学
１
（
現
代
日
本
の
政
治
）

1
前

2
選

選
選

選
選

選

共 通 科 目

一 般 教 養 科 目

現 代 社 会 の 諸 相

政
治
学
２
（
戦
後
の
日
本
と
世
界
の
政
治
経
済
的
考
察
－
政
治
と
は
な
に
か
）

1
後

2
選

選
選

選
選

選

政
治
学
３
（
「
国
民
国
家
」
と
は
何
か
）

1
前

2
選

選
選

選
選

選
集
中
講
義

政
治
学
４

1
2

選
選

選
自自

選
選

平
成
25
年
度
非
開
講

国
際
関
係
論
１
（
グ
ロ
ー
バ
ル
政
治
経
済
論
）

1
前

2
選

選
選

選
選

選
集
中
講
義

国
際
関
係
論
２
（
現
代
ア
メ
リ
カ
外
交
の
基
礎
知
識
）

1
2

選
選

選
選

選
選

国
際
関
係
論
３

1
2

選
選

選
選

選
選

平
成
25
年
度
非
開
講
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下
記
一
覧
表
中
、
「
必
」
＝
必
修
科
目
、
「
選
」
＝
選
択
科
目
、
「
自
」
＝
自
由
科
目
、
＊
印
＝
指
定
科
目
で
す
（
P.
●
を
参
照
し
て
下
さ
い
）

※
「
必
」
「
選
」
「
自
」
い
ず
れ
も
記
載
が
な
い
科
目
は
、
そ
の
学
部
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
外
の
科
目
と
な
り
ま
す
の
で
、
履
修
で
き
ま
せ
ん
。

配
当

年
次
開
講 期
単
位 数

医
薬

経
済
人
文

社
会
芸
術

工
学
看
護

備
　
考

区
分

授
業
科
目
(副
題
）

文
化
の
理
解
１
（
日
本
語
の
し
く
み
と
文
章
表
現
）

1
前

2
選

選
選

選
選

選

文
化
の
理
解
２
（
東
海
の
歴
史
と
文
化
）

1
後

2
選

選
選

選
選

選

文
化
の
理
解
３
（
日
本
の
文
化
史
と
古
典
作
品
１
）

1
前

2
選

選
選

選
選

選

文
化
の
理
解
４
（
日
本
の
文
化
史
と
古
典
作
品
２
）

1
後

2
選

選
選

選
選

選

文
化
の
理
解
５

1
2

選
選

選
選

選
選

平
成
25
年
度
非
開
講

文
化
の
理
解
６
（
日
本
宗
教
史
入
門
）

1
前

2
選

選
選

選
選

選

文
化
の
理
解
７
（
日
本
語
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
）

1
後

2
選

選
選

選
選

選

歴
史
の
認
識
１
（
日
本
史
入
門
１
）

1
前

2
選

選
選

選
選

選

歴
史
の
認
識
２
（
日
本
史
入
門
２
）

1
後

2
選

選
選

選
選

選

歴
史
の
認
識
３
（
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
史
入
門
１
）

1
前

2
選

選
選

選
選

選

歴
史
の
認
識
４
（
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
史
入
門
２
）

1
後

2
選

選
選

選
選

選

歴
史
の
認
識
５
（
東
ア
ジ
ア
史
入
門
１
）

1
前

2
選

選
選

選
選

選

歴
史
の
認
識
６
（
東
ア
ジ
ア
史
入
門
２
）

1
2

選
選

選
選

選
選

歴
史
の
認
識
７
（
ア
メ
リ
カ
史
入
門
）

1
前

2
選

選
選

選
選

選

人
類
学
１
（
異
文
化
理
解
入
門
）

1
前

2
選

選
選

選
選

選

人
類
学
２
（
マ
ー
シ
ャ
ル
諸
島
の
歴
史
と
現
在
）

1
後

2
選

選
選

選
選

選

地
理
学
１
（
都
市
と
郊
外
の
地
理
学
）

1
前

2
選

選
選

選
選

選

地
理
学
２
（
人
文
地
理
学
）

1
後

2
選

選
選

選
選

選

共 通 科 目

一 般 教 養 科 目

文 化 と 人 間 性 の 探 求

人
間
性
の
探
求
１
（
音
楽
と
文
化
）

1
前

2
選

選
選

選
選

選

人
間
性
の
探
求
２
（
美
術
の
歴
史
と
鑑
賞
）

1
前

2
選

選
選

選
選

選

人
間
性
の
探
求
３
（
人
間
と
デ
ザ
イ
ン
）

1
前

2
選

選
選

選
選

選
集
中
講
義

哲
学
１
（
哲
学
入
門
１
）

1
前

2
選

選
選

選
選

選

哲
学
２
（
哲
学
入
門
２
）

1
後

2
選

選
選

選
選

選

宗
教
学
（
宗
教
学
入
門
）

1
後

2
選

選
選

選
選

選

心
理
学
１

1
後

2
選

選
選

選
選

選

心
理
学
２
（
こ
こ
ろ
・
身
体
・
環
境
の
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
ス
）

1
後

2
選

選
選

選
選

選

心
理
学
３
（
人
間
関
係
の
心
理
）

1
前

2
選

選
選

選
選

選

倫
理
学
１
（
応
用
倫
理
学
－
生
命
倫
理
の
現
在
）

1
前

2
選

選
選

選
選

選

倫
理
学
２
（
応
用
倫
理
学
入
門
－
環
境
保
全
の
倫
理
学
）

1
後

2
選

選
選

選
選

選

倫
理
学
３
（
基
礎
か
ら
わ
か
る
倫
理
学
）

1
前

2
選

選
選

選
選

選

倫
理
学
４
（
実
存
と
倫
理
）

1
後

2
選

選
選

選
選

選

下
記
一
覧
表
中
、
「
必
」
＝
必
修
科
目
、
「
選
」
＝
選
択
科
目
、
「
自
」
＝
自
由
科
目
、
＊
印
＝
指
定
科
目
で
す
（
P.
●
を
参
照
し
て
下
さ
い
）

※
「
必
」
「
選
」
「
自
」
い
ず
れ
も
記
載
が
な
い
科
目
は
、
そ
の
学
部
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
外
の
科
目
と
な
り
ま
す
の
で
、
履
修
で
き
ま
せ
ん
。

配
当

年
次
開
講 期
単
位 数

医
薬

経
済
人
文

社
会
芸
術

工
学
看
護

備
　
考

区
分

授
業
科
目
(副
題
）

人
間
と
自
然
１
（
科
学
史
）

1
後

2
選

選
選

選
選

選

人
間
と
自
然
２
（
環
境
と
制
度
・
社
会
・
政
治
・
経
済
）

1
前

2
選

選
選

選
選

選

人
間
と
自
然
３
（
環
境
科
学
Ⅰ
）

1
前

2
選

選
選

選
選

選

人
間
と
自
然
４
（
環
境
科
学
Ⅱ
）

1
後

2
選

選
選

選
選

選

人
間
と
自
然
５
（
環
境
と
法
律
）

1
前

2
選

選
選

選
選

選
集
中
講
義

人
間
と
自
然
６
（
社
会
と
医
学
）

1
前

2
選

選
選

選
選

選

人
間
と
自
然
７
（
く
す
り
と
社
会
）

1
後

2
選

自 自
選

選
選

選

人
間
と
自
然
８
（
都
市
の
緑
と
自
然
）

1
前

2
選

選
選

選
選

選

人
間
と
自
然
９

1
2

選
選

選
選

選
選

平
成
25
年
度
非
開
講

人
間
と
自
然
１
０
（
科
学
と
統
計
の
リ
テ
ラ
シ
ー
）

1
後

2
選

選
選

選
選

選

人
間
と
自
然
１
１

1
2

選
選

選
選

選
選

平
成
25
年
度
非
開
講

人
間
と
自
然
１
２

1
2

選
選

選
選

選
選

平
成
25
年
度
非
開
講

自
然
と
数
理
１
（
意
思
決
定
の
数
理
）

1
後

2
選

選
選

選
選

選

自
然
と
数
理
２
（
統
計
学
入
門
）

1
後

2
自 自

選
自自

選
選

選

自
然
と
数
理
３
（
宇
宙
の
な
り
た
ち
）

1
前

2
選

選
選

選
選

選

自
然
と
数
理
４
（
植
物
と
バ
イ
オ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
）

1
前

2
選

選
選

選
選

選

自
然
と
数
理
５
（
化
学
反
応
の
し
く
み
）

1
前

2
選

選
選

選
選

選

自
然
と
数
理
６
（
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
サ
イ
エ
ン
ス
）

1
後

2
選

選
選

選
選

選

共 通 科 目

一 般 教 養 科 目

人 間 と 自 然 自 然 と 数 理 の 探
自
然
と
数
理
７
（
バ
イ
オ
サ
イ
エ
ン
ス
入
門
）

1
後

2
選

選
選

選
選

選

自
然
と
数
理
８
（
情
報
と
数
理
の
世
界
）

1
後

2
選

選
選

選
選

選

自
然
と
数
理
９
（
地
球
史
入
門
）

1
後

2
選

選
選

選
選

選

自
然
と
数
理
１
０
（
地
域
生
態
学
）

1
後

2
選

選
選

選
選

選

* 
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
英
語
１

1
前

1
必

必
必

必
必

必

* 
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
英
語
２

1
前
後

1
必

必
必

必
必

必
学
部
に
よ
り
前
期
ま
た
は
後
期

* 
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
英
語
３

1
後

1
※
必

※
国
際
文
化
学
科
の
み
「
必
」

* 
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
英
語
４

1
後

1
※
必

※
国
際
文
化
学
科
の
み
「
必
」

* 
総
合
英
語
１

1
前
後

1
必

必
必

必
必

必
履
修
ク
ラ
ス
に
よ
り
前
期
ま
た
は
後
期

* 
総
合
英
語
２

1
前
後

1
必

必
必

必
必

必
履
修
ク
ラ
ス
に
よ
り
前
期
ま
た
は
後
期

* 
総
合
英
語
３

1・
2
前
後

1
必

必
学
部
・
学
科
に
よ
り
配
当
学
年
・
開
講
期
が
異
な
る

* 
総
合
英
語
４

1・
2
前
後

1
必

必
学
部
・
学
科
に
よ
り
配
当
学
年
・
開
講
期
が
異
な
る

* 
応
用
英
語
１

2
前

1
選

選
履
修
ク
ラ
ス
に
よ
り
集
中
講
義

* 
応
用
英
語
２

2
後

1
選

選
履
修
ク
ラ
ス
に
よ
り
集
中
講
義

英
語
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
１
（
再
履
修
振
替
用
）

1
前

1
選

選
選

※
選

選
選

英
語
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
２
（
再
履
修
振
替
用
）

1
後

1
選

選
選

※
選

選
選

※
3年
次
編
入
生
の
み
「
選
」

探 求

外 国 語 科 目

英 語
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下
記
一
覧
表
中
、
「
必
」
＝
必
修
科
目
、
「
選
」
＝
選
択
科
目
、
「
自
」
＝
自
由
科
目
、
＊
印
＝
指
定
科
目
で
す
（
P.
●
を
参
照
し
て
下
さ
い
）

※
「
必
」
「
選
」
「
自
」
い
ず
れ
も
記
載
が
な
い
科
目
は
、
そ
の
学
部
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
外
の
科
目
と
な
り
ま
す
の
で
、
履
修
で
き
ま
せ
ん
。

配
当

年
次
開
講 期
単
位 数

医
薬

経
済
人
文

社
会
芸
術

工
学
看
護

備
　
考

区
分

授
業
科
目
(副
題
）

* 
ド
イ
ツ
語
Ａ

1
前

1
選

選
選

選
選

選

* 
ド
イ
ツ
語
Ｂ

1
前
後

1
選

選
選

選
選

選
学
部
に
よ
り
前
期
ま
た
は
後
期

* 
ド
イ
ツ
語
Ｃ

1
後

1
選

選

* 
ド
イ
ツ
語
Ｄ

1
後

1
選

選

* 
フ
ラ
ン
ス
語
Ａ

1
前

1
選

選
選

選
選

選

* 
フ
ラ
ン
ス
語
Ｂ

1
前
後

1
選

選
選

選
選

選
学
部
に
よ
り
前
期
ま
た
は
後
期

* 
フ
ラ
ン
ス
語
Ｃ

1
後

1
選

選

* 
フ
ラ
ン
ス
語
Ｄ

1
後

1
選

選

* 
中
国
語
Ａ

1
前

1
選

選
選

選
選

選

* 
中
国
語
Ｂ

1
前
後

1
選

選
選

選
選

選
学
部
に
よ
り
前
期
ま
た
は
後
期

* 
中
国
語
Ｃ

1
後

1
選

選

* 
中
国
語
Ｄ

1
後

1
選

選

* 
日
本
語
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
・
リ
ス
ニ
ン
グ
１

1
前

1
自 自

自
選

選
自自

* 
日
本
語
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
１

1
前

1
自自

自
選

選
自自

* 
日
本
語
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
・
リ
ス
ニ
ン
グ
２

1
後

1
自自

自
選

選
自自

* 
日
本
語
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
２

1
後

1
自自

自
選

選
自自

* 
日
本
語
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
１

1
前

1
自自

自
自

自
自

* 
日
本
語
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
１

1
前

1
選

選
自自

自
選

共 通 科 目

外 国 語 科 目

未 修 外 国 語

* 
日
本
語
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
２

1
後

1
選

選
自自

自
選

* 
日
本
語
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
２

1
後

1
自 自

自
自

自
自

* 
情
報
・
統
計
処
理

1
前

2
必

* 
情
報
処
理
基
礎

1
前
後

2
選

選
選

必
選

履
修
ク
ラ
ス
に
よ
り
前
期
ま
た
は
後
期

情
報
処
理
応
用

1
前
後

2
自自

選
選

選
選

* 
情
報
処
理

1
後

2
必

* 
情
報
検
索
基
礎

1
前

2
必

* 
健
康
・
ス
ポ
ー
ツ
科
学
論
（
含
演
習
）

1
前
後

1
必

必
必

必
必

必
履
修
ク
ラ
ス
に
よ
り
前
期
ま
た
は
後
期

* 
健
康
・
ス
ポ
ー
ツ
実
技

1
前
後

1
必

必
必

必
必

必
履
修
ク
ラ
ス
に
よ
り
前
期
ま
た
は
後
期

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
科
目

1
随
時

1
自自

選
選

選
自自

自
詳
細
は
P.
●
参
照

情 報 科 目

健 康 ・ ス

ポ ー ツ 科

目

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
科
目

下
記
一
覧
表
中
、
「
必
」
＝
必
修
科
目
、
「
選
」
＝
選
択
科
目
、
「
自
」
＝
自
由
科
目
、
＊
印
＝
指
定
科
目
で
す
（
P.
●
を
参
照
し
て
下
さ
い
）

※
「
必
」
「
選
」
「
自
」
い
ず
れ
も
記
載
が
な
い
科
目
は
、
そ
の
学
部
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
外
の
科
目
と
な
り
ま
す
の
で
、
履
修
で
き
ま
せ
ん
。

配
当

年
次
開
講 期
単
位 数

医
薬

経
済
人
文

社
会
芸
術

工
学
看
護

備
　
考

区
分

授
業
科
目
(副
題
）

基
礎
物
理
学
Ⅰ

1
前

2
選

基
礎
物
理
学
Ⅱ

1
後

2
選

基
礎
物
理
学
Ⅲ

1
後

2
選

物
理
学
基
礎
Ⅰ
Ａ
（
力
学
基
礎
）

1
前

2
必

物
理
学
基
礎
Ⅰ
Ｂ
（
力
学
一
般
）

1
前

2
必

物
理
学
基
礎
Ⅱ
（
電
磁
気
学
）

1
後

2
選

有
機
化
学

1
後

2
選

化
学
概
論

1
前

2
選

生
体
分
子
化
学

1
後

2
選

基
礎
生
物
学

1
前

2
選

生
物
学
基
礎
Ⅰ

1
前

2
必
/自自

大
学
入
試
セ
ン
タ
ー
試
験
で
の
「
生
物

Ⅰ
」
非
受
験
者
は
「
必
」
、
受
験
者
は

「
自
」

生
物
学
基
礎
Ⅱ

1
後

2
必
/自自

大
学
入
試
セ
ン
タ
ー
試
験
で
の
「
生
物

Ⅰ
」
受
験
者
は
「
必
」
、
非
受
験
者
は

「
自
」

* 
自
然
科
学
実
験

1
後

1
必

必

微
分
積
分
学

1
前

2
選

微
分
積
分
学
Ⅰ

1
前

2
選

微
分
積
分
学
Ⅱ

1
後

2
選

線
形
代
数
学

1
後

2
選

選

* 
数
学
Ａ
１

1
前

2
選

基 礎 科 目

物 理 学
高
校
で
物
理
Ⅱ
を
履
修
し
た

者
は
B、
そ
の
他
の
者
は
Aを

履
修
。

化 学 生 物 学 実 験

* 
数
学
Ｂ
１

1
前

2
選

* 
数
学
Ａ
２

1
後

2
選

* 
数
学
Ｂ
２

1
後

2
選

統
計
学

1
前

2
選

* 
統
計
学
Ａ
１

1
前
後

2
選

後
期
は
再
履
修
者
用
。

統
計
学
Ａ
２

1
後

2
選

数
学
基
礎

1
前

2
必

応
用
数
学

1
後

2
必

数
学
基
礎
演
習

1
前

1
必

応
用
数
学
演
習

1
後

1
必

医
薬
看
連
携
早
期
体
験
学
習

1
通
年

2
必

選
必

生
命
薬
科
学
研
究
入
門

1
通
年

2
選

基
礎
科
学

1
前

2
必

家
族
社
会
学

2
後

2
必

数 学 ・ 統 計 学 早 期 体 験

学 習 看 護 基 礎
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【
年
度
計
画
８
】

●
学
部
・
学
科
別
の
ポ
リ
シ
ー
（
案
）

学
部

学
科

デ
ィ
プ
ロ
マ
・
ポ
リ
シ
ー

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・
ポ
リ
シ
ー

学 士 課 程 共 通

 
各
学
部
に
所
定
の
期
間
在
学
し
、
各
学
部
の
教
育
理
念
と
教
育
目
的
に
沿
っ
て
設
定
さ
れ
た
授
業
科
目
を
履
修
し
て
、
各
学
部
の

履
修
規
程
に
よ
り
定
め
ら
れ
た
科
目
及
び
単
位
数
を
修
得
す
る
こ
と
が
学
位
授
与
の
要
件
で
あ
る
。

 
修
得
す
べ
き
科
目
に
は
、
一
般
教
養
科
目
、
外
国
語
科
目
、
情
報
科
目
、
健
康
・
ス
ポ
ー
ツ
科
目
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
科
目
、
基
礎

科
目
（
人
文
社
会
学
部
以
外
）
か
ら
な
る
教
養
教
育
科
目
と
、
各
学
部
の
方
針
に
応
じ
て
編
成
さ
れ
た
専
門
教
育
科
目
が
含
ま
れ
、

こ
れ
ら
の
科
目
を
修
得
し
て
い
る
か
ど
う
か
が
学
位
授
与
の
基
準
と
な
る
。
さ
ら
に
、
一
部
学
部
に
お
い
て
は
、
卒
業
論
文
又
は
卒

業
研
究
を
必
須
と
し
、
論
文
審
査
や
口
頭
試
問
な
ど
に
よ
り
厳
格
に
審
査
を
行
う
こ
と
で
身
に
付
け
た
学
士
力
を
確
認
し
て
い
る
。

医 学 部

医 学 科

以
下
の
全
て
の
項
目
を
達
成
し
た
も
の
に
医
学
士
の
学
位
を
与
え
る

１
．
教
養
課
程
お
よ
び
専
門
課
程
に
お
い
て
所
定
の
単
位
を
取
得
し
、
臨
床
実
習
に
出
席
し
て
科
目
の
認
定
を
受
け
た
も
の
。

２
．
人
体
、
各
器
官
、
組
織
、
細
胞
の
構
造
と
機
能
、
病
態
を
理
解
し
て
い
る
こ
と
。
各
種
疾
患
の
診
断
を
行
う
こ
と
が
で
き
、
そ

の
治
療
に
関
す
る
知
識
を
有
す
る
こ
と
。

３
．
患
者
さ
ん
の
問
診
、
診
察
が
で
き
、
基
本
的
な
診
療
の
技
術
を
習
得
し
て
い
る
こ
と
。

４
．
患
者
さ
ん
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
る
こ
と
が
で
き
、
患
者
さ
ん
の
立
場
に
立
っ
た
説
明
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
こ
と
。

５
．
社
会
、
環
境
と
医
療
・
健
康
の
関
係
を
理
解
し
て
い
る
こ
と
。
地
域
医
療
の
重
要
性
に
つ
い
て
理
解
し
て
い
る
こ
と
。

６
．
医
師
、
コ
メ
デ
ィ
カ
ル
ス
タ
ッ
フ
と
の
良
好
な
協
力
の
も
と
に
医
療
を
行
う
準
備
が
で
き
て
い
る
こ
と
。

７
．
医
療
安
全
に
つ
い
て
知
識
を
も
ち
、
医
療
に
お
け
る
さ
ま
ざ
ま
な
倫
理
的
問
題
を
理
解
で
き
る
こ
と
。

医
師
と
し
て
の
能
力
の
以
下
の

4
領
域

 
 
Ⅰ
．
科
学
と
し
て
の
医
学

 
 
Ⅱ
．
医
療
の
安
全
と
技
能

 
 
Ⅲ
．
社
会
と
医
学

 
 
Ⅳ
．
医
師
と
し
て
の
姿
勢
と
素
養

 
を
各
学
年
で
巡
回
し
つ
つ
学
習
す
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
各
領
域
の
能
力
を
バ
ラ
ン
ス
良
く
徐
々
に
高
め
、
学
習
目
標
を
達
成
す
る
。

 
１
年
次
に
は
、
領
域
Ⅰ
と
し
て
豊
か
な
人
間
性
の
陶
冶
と
幅
広
い
教
養
を
身
に
つ
け
る
た
め
、
教
養
教
育
科
目
お
よ
び
専
門
科
目

と
し
て
の
医
学
入
門
を
通
じ
て
科
学
と
し
て
の
医
学
を
学
ぶ
た
め
の
基
礎
を
形
成
す
る
。
領
域
Ⅱ
と
し
て
早
期
体
験
学
習
を
通
じ
医

療
者
と
し
て
の
基
本
技
能
を
習
得
す
る
。
領
域
Ⅲ
と
し
て
医
療
系
学
部
連
携
地
域
参
加
型
学
習
を
通
じ
地
域
医
療
で
の
課
題
解
決
を

テ
ー
マ
と
す
る
学
習
を
行
う
。
領
域
Ⅳ
と
し
て
一
般
教
養
科
目
を
通
じ
て
医
師
に
相
応
し
い
素
養
を
養
う
。

 
２
年
次
お
よ
び
３
年
次
に
は
、
領
域
Ⅰ
と
し
て
基
礎
医
学
、
臨
床
基
礎
医
学
を
学
ぶ
。
さ
ら
に
３
年
次
後
半
の
基
礎
自
主
研
修
を

通
じ
て
、
医
師
に
求
め
ら
れ
る
科
学
者
と
し
て
の
堅
実
な
基
盤
と
広
い
視
野
を
形
成
す
る
。
領
域
Ⅱ
と
し
て
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

能
力
、
救
急
救
命
処
置
、
医
療
倫
理
を
学
習
す
る
。
領
域
Ⅲ
と
し
て
法
医
学
を
学
ぶ
と
共
に
、
社
会
医
学
領
域
の
実
践
的
な
活
動
を

経
験
す
る
。
領
域
Ⅳ
と
し
て
医
学
情
報
、
医
学
英
語
を
学
び
、
医
師
と
し
て
必
要
な
情
報
処
理
能
力
、
英
語
力
を
習
得
す
る
。

 
４
年
次
に
は
、
領
域
Ⅰ
と
し
て
臨
床
医
学
を
学
び
、
基
本
的
な
医
学
知
識
を
診
療
活
動
に
参
加
で
き
る
レ
ベ
ル
ま
で
高
め
る
。
領

域
Ⅱ
と
し
て
基
本
医
療
技
能
を
さ
ら
に
高
め
、
客
観
的
臨
床
能
力
試
験
に
よ
り
診
療
実
習
に
参
加
で
き
る
レ
ベ
ル
を
担
保
す
る
。
領

域
Ⅲ
と
し
て
社
会
医
学
を
学
び
、
社
会
と
医
学
と
の
関
わ
り
を
理
解
す
る
。
領
域
Ⅳ
と
し
て
医
学
・
医
療
の
様
々
な
側
面
の
学
習
を

通
じ
、
医
師
に
求
め
ら
れ
る
姿
勢
や
態
度
を
学
ぶ
。

 
５
年
次
に
は
す
べ
て
の
診
療
科
に
お
け
る
診
療
参
加
型
臨
床
実
習
お
よ
び
社
会
医
学
実
習
、
６
年
次
は
選
択
制
の
診
療
参
加
型
臨

床
実
習
を
行
う
。
こ
れ
ら
の
実
践
を
通
じ
、
領
域
Ⅰ
～
Ⅳ
の
能
力
を
デ
ィ
プ
ロ
マ
・
ポ
リ
シ
ー
が
求
め
る
レ
ベ
ル
ま
で
総
合
的
に
高

め
る
。

薬 学 部

（
学
部
共
通
）

１
．
医
療
や
科
学
の
高
度
化
に
対
応
で
き
る
基
礎
学
力
と
問
題
解
決
能
力
を
有
し
て
い
る
こ
と
。

２
．
国
際
化
す
る
社
会
で
活
躍
で
き
る
日
本
語
力
、
英
語
力
、
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を
有
し
て
い
る
こ
と
。

（
薬
学
科
）

１
．
６
年
以
上
在
学
し
、
所
定
の
教
養
教
育
単
位
と
専
門
単
位
を
合
わ
せ
て
１
８
６
単
位
以
上
を
取
得
す
る
こ
と
。

２
．
薬
剤
師
と
し
て
必
要
な
知
識
、
技
能
を
備
え
て
い
る
こ
と
。

３
．
医
療
人
と
し
て
ふ
さ
わ
し
い
自
覚
、
態
度
、
倫
理
観
を
備
え
て
い
る
こ
と
。

（
生
命
薬
科
学
科
）

１
．
４
年
以
上
在
学
し
、
所
定
の
教
養
教
育
単
位
と
専
門
単
位
を
合
わ
せ
て
１
２
４
単
位
以
上
を
取
得
す
る
こ
と
。

２
．
創
薬
科
学
お
よ
び
生
命
科
学
に
関
す
る
総
合
的
な
知
識
と
技
術
を
有
し
て
い
る
こ
と
。

３
．
生
命
や
健
康
を
扱
う
社
会
人
と
し
て
の
自
覚
、
態
度
、
倫
理
観
を
備
え
て
い
る
こ
と
。

（
学
部
共
通
）

１
．
豊
か
な
教
養
お
よ
び
人
間
性
と
国
際
性
を
育
む
た
め
、
幅
広
い
教
養
教
育
を
実
施
す
る
。

２
．
学
生
が
自
ら
の
将
来
を
明
確
に
意
識
し
て
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
早
期
体
験
科
目
や
学
外
施
設
見
学
の
機
会
を
提
供
す
る
。

３
．
自
然
科
学
の
基
礎
か
ら
薬
学
専
門
科
目
ま
で
着
実
に
身
に
つ
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
基
礎
薬
学
科
目
を
薬
学
教
育
モ
デ
ル

コ
ア
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
沿
っ
て
配
置
す
る
。

４
．
科
学
的
思
考
に
立
脚
し
た
問
題
発
見
能
力
お
よ
び
問
題
解
決
能
力
を
醸
成
さ
せ
る
た
め
に
、
卒
業
研
究
実
習
を
実
施
す
る
。

（
薬
学
科
）

１
．
チ
ー
ム
医
療
に
貢
献
で
き
る
薬
剤
師
を
養
成
す
る
た
め
、
医
学
部
、
看
護
学
部
、
付
属
病
院
と
連
携
し
た
教
育
を
実
施
す
る
。

２
．
薬
剤
師
と
し
て
の
能
力
と
態
度
を
醸
成
で
き
る
よ
う
に
、
医
療
薬
学
科
目
と
実
習
科
目
を
適
切
に
配
置
す
る
。

（
生
命
薬
科
学
科
）

１
．
創
薬
研
究
者
や
医
療
科
学
の
実
践
に
関
わ
る
人
材
を
養
成
す
る
た
め
、
生
命
薬
科
学
科
目
を
提
供
す
る
。

２
．
生
命
科
学
の
進
展
や
先
端
技
術
の
高
度
化
に
対
応
で
き
る
能
力
を
涵
養
す
る
た
め
、
大
学
院
教
育
と
の
連
携
を
意
識
し
た
科
目
・

実
習
を
配
置
す
る
。
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●
学
部
・
学
科
別
の
ポ
リ
シ
ー
（
案
）

学
部

学
科

デ
ィ
プ
ロ
マ
・
ポ
リ
シ
ー

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・
ポ
リ
シ
ー

経 済 学 部

 
経
済
学
部
は
、
幅
広
く
深
い
教
養
と
豊
か
な
人
間
性
を
身
に
付
け
、
経
済
学
と
経
営
学
の
諸
理
論
に
精
通
し
、
経
済
・
経
営
上
の

諸
問
題
に
柔
軟
か
つ
的
確
に
対
応
で
き
る
よ
う
な
人
材
を
社
会
に
送
り
出
す
こ
と
を
理
念
と
目
標
に
掲
げ
て
い
る
。
幅
広
い
視
野
を

養
い
人
間
形
成
を
図
る
た
め
の
教
養
教
育
を
土
台
と
し
て
、
専
攻
分
野
の
諸
理
論
を
体
系
的
に
理
解
し
、
経
済
・
社
会
の
課
題
に
つ

い
て
自
ら
分
析
・
検
討
で
き
る
総
合
的
な
判
断
能
力
を
身
に
つ
け
て
い
る
か
ど
う
か
が
、
卒
業
判
定
の
基
準
と
な
る
。

 
具
体
的
に
は
、
定
め
ら
れ
た
期
間
在
学
し
、
経
済
学
部
の
理
念
と
目
標
に
沿
っ
て
設
定
さ
れ
た
授
業
科
目
を
履
修
し
、
必
要
単
位

数
を
修
得
す
る
こ
と
が
学
位
授
与
の
要
件
で
あ
る
。

 
最
終
的
に
は
、
４
年
次
の
必
修
科
目
で
あ
る
「
演
習
Ⅱ
」（
卒
業
研
究
の
遂
行
、
卒
業
論
文
の
執
筆
等
）
で
の
合
格
が
最
終
的
な
卒

業
認
定
の
条
件
と
な
る
。

 
卒
業
要
件
単
位
数
や
履
修
す
べ
き
科
目
の
構
成
等
の
具
体
的
内
容
は
「
履
修
要
項
」
に
記
載
さ
れ
、
学
生
に
周
知
さ
れ
て
い
る
。

 
経
済
学
部
は
、
広
い
教
養
を
身
に
付
け
、
経
済
学
と
経
営
学
の
諸
理
論
に
精
通
し
、
経
済
・
経
営
上
の
諸
問
題
に
柔
軟
か
つ
的
確

に
対
応
で
き
る
よ
う
な
人
材
を
社
会
に
送
り
出
す
こ
と
を
学
部
の
理
念
と
目
標
に
掲
げ
て
い
る
。
こ
の
理
念
と
目
標
を
実
現
す
る
た

め
に
、
以
下
の
よ
う
な
方
針
で
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
策
定
し
て
い
る
。

１
．

1
年
次
に
、
幅
広
い
視
野
を
養
い
人
間
形
成
を
図
る
た
め
の
教
養
教
育
科
目
を
履
修
す
る
。
そ
の
上
で
、
学
部
の
理
念
と
目
標
に

基
づ
く
専
門
教
育
を
行
う
た
め
に
、
２
年
次
に
「
公
共
政
策
学
科
」、
「
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
学
科
」、
お
よ
び
「
会
計
フ
ァ

イ
ナ
ン
ス
学
科
」
の
３
学
科
の
所
属
を
、
学
生
の
選
択
に
よ
り
決
定
す
る
。

２
．
専
門
教
育
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
は

1
年
生
向
け
に
「
学
部
共
通
科
目
」
を
、
学
科
所
属
決
定
後
の

2
年
生
向
け
に
学
科
毎
の
「
学

科
基
礎
科
目
」
を
、

3・
4
年
生
向
け
に
学
科
毎
の
「
応
用
展
開
科
目
」
を
積
み
上
げ
て
い
る
。

〔
公
共
政
策
学
科
〕
は
、
市
場
経
済
の
働
き
を
十
分
理
解
し
た
上
で
、
国
･自
治
体
で
政
策
立
案
を
担
う
人
材
、
ま
た
企
業
で
経
営
企

画
を
担
う
人
材
の
育
成
を
目
指
し
て
い
る
。
学
部
共
通
科
目
で
は
経
済
学
・
経
営
学
・
会
計
学
の
基
礎
を
学
び
、
学
科
基
礎
科
目
で

は
、
経
済
理
論
や
応
用
分
野
の
分
析
方
法
と
統
計
的
手
法
に
つ
い
て
学
習
す
る
。
応
用
展
開
科
目
に
は
、
特
定
の
分
野
で
の
経
済
事

象
・
政
策
効
果
の
分
析
を
行
な
う
幅
広
い
科
目
が
用
意
さ
れ
て
い
る
。

〔
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
学
科
〕
で
は
、
様
々
な
組
織
の
仕
組
み
に
つ
い
て
、
経
営
学
と
制
度
･歴
史
の
視
点
か
ら
学
習
す
る
。
企

業
経
営
・
組
織
を
深
く
理
解
し
、
制
度
・
歴
史
に
も
精
通
し
、
起
業
家
精
神
を
備
え
た
人
材
の
育
成
を
目
指
し
て
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

を
編
成
し
て
い
る
。

1
年
次
で
は
経
済
学
・
経
営
学
の
入
門
科
目
、

2
年
次
で
は
経
営
学
と
制
度
・
歴
史
分
野
に
関
す
る
基
礎
科
目
、

3・
4
年
次
に
は
よ
り
高
度
な
専
門
性
を
身
に
付
け
る
た
め
の
幅
広
い
応
用
展
開
科
目
が
用
意
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
体
験
的
な
学

習
機
会
と
し
て
の
事
例
分
析
・
産
学
連
携
講
座
な
ど
も
開
講
し
て
い
る
。

〔
会
計
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
学
科
〕
で
は
、
会
計
・
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
・
金
融
工
学
や
関
連
す
る
科
目
を
体
系
的
に
理
解
し
、
そ
れ
ら
を
実

践
に
結
び
つ
け
る
能
力
を
備
え
た
人
材
の
育
成
を
目
指
し
て
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
編
成
し
て
い
る
。
 

1
年
次
で
は
入
門
科
目
群
、

2
年
次
で
は
会
計
と
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
の
分
野
に
関
す
る
基
礎
科
目
、

3・
4
年
次
で
は
幅
広
い
応
用
展
開
科
目
お
よ
び
少
人
数
に
よ

る
演
習
、
か
ら
な
る
体
系
的
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
築
き
、
会
計
・
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
の
専
門
家
や
関
連
す
る
分
野
の
高
度
な
職
業
人
の
養

成
を
図
る
。
ま
た
、
関
連
す
る
資
格
取
得
を
支
援
す
る
体
制
を
整
え
て
い
る
。

３
．

1
年
生
か
ら

4
年
生
ま
で
少
人
数
に
よ
る
演
習
が
必
修
で
あ
る
。

1・
2
年
生
は
「
基
礎
演
習
Ⅰ
・
Ⅱ
」
に
お
い
て
専
門
教
育
の

た
め
の
導
入
教
育
を
受
け
、

3・
4
年
生
は
「
演
習
Ⅰ
・
Ⅱ
」
に
お
い
て
経
済
・
経
営
・
会
計
の
特
定
分
野
に
つ
い
て
深
く
学
び
、

卒
業
研
究
を
通
じ
て
、
現
実
の
経
済
や
行
政
の
政
策
課
題
、
企
業
の
経
営
課
題
な
ど
に
取
り
組
む
。

４
．
履
修
学
生
に
十
分
な
学
習
時
間
を
確
保
す
る
た
め
に
、
年
間
の
履
修
科
目
登
録
の
上
限
を
、
原
則
と
し
て

1
年
次
に

48
単
位
、

２
・
３
・
４
年
次
に

40
単
位
と
し
て
い
る
。
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●
学
部
・
学
科
別
の
ポ
リ
シ
ー
（
案
）

学
部

学
科

デ
ィ
プ
ロ
マ
・
ポ
リ
シ
ー

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・
ポ
リ
シ
ー

人 文 社 会 学 部

（
学
部
共
通
）

《
人
材
養
成
目
的
》

１
．
人
類
の
豊
か
な
未
来
を
求
め
て
人
文
科
学
・
社
会
科
学
の
諸
分
野
に
つ
い
て
学
び
、
今
日
の
人
間
、
社
会
、
文
化
に
関
わ
る
課

題
に
つ
い
て
研
究
し
て
、
そ
れ
を
社
会
に
役
立
て
る
人
材

２
．
現
代
の
地
域
社
会
や
国
際
社
会
が
直
面
す
る
複
雑
な
諸
問
題
を
多
面
的
に
考
察
し
、
実
践
的
に
解
決
し
て
い
く
知
を
身
に
つ
け

た
人
材

３
．
少
人
数
教
育
の
演
習
・
実
習
・
論
文
指
導
に
よ
っ
て
、
発
表
・
討
論
能
力
や
構
想
力
・
文
章
表
現
力
を
身
に
着
け
た
人
材

 
以
上
の
人
材
養
成
目
的
を
達
成
す
る
た
め
に
、「
豊
か
で
人
間
ら
し
い
生
き
方
の
た
め
の
持
続
可
能
な
地
域
社
会
と
地
球
社
会
を
つ

く
る
教
育
」（

ES
D
）
を
統
一
的
教
育
理
念
と
し
て
、
さ
ら
に
各
学
科
の
専
門
性
に
お
い
て
具
体
化
さ
れ
た
教
育
課
程
を
編
成
・
実
施

す
る
。

 
上
記
の
教
育
課
程
に
お
い
て
設
定
さ
れ
た
授
業
科
目
を
履
修
し
、
定
め
ら
れ
た
期
間
在
学
し
、
卒
業
論
文
試
験
に
合
格
し
、
基
準

と
な
る
単
位
数
（
９
６
単
位
）
を
修
得
す
る
こ
と
が
、
学
位
授
与
の
要
件
で
あ
る
。

（
心
理
教
育
学
科
）

卒
業
論
文
試
験
に
関
し
て
次
の
能
力
の
獲
得
を
確
認
す
る

１
．
心
理
学
・
教
育
学
を
基
礎
と
し
て
、
人
間
の
多
様
性
を
尊
重
し
、
生
涯
発
達
の
支
援
・
次
世
代
育
成
に
取
り
組
め
る
こ
と

２
．
人
間
の
個
性
、
生
涯
発
達
の
過
程
ま
た
環
境
と
の
関
係
の
中
で
生
じ
る
多
様
性
に
つ
い
て
総
合
的
に
理
解
す
る
こ
と
で
、
子
供

の
発
達
に
関
わ
る
現
代
的
諸
課
題
の
解
決
お
よ
び
そ
の
健
や
か
な
発
達
を
保
障
す
る
教
育
と
心
理
的
支
援
に
貢
献
で
き
き
る
こ

と

（
現
代
社
会
学
科
）

卒
業
論
文
試
験
に
関
し
て
次
の
能
力
の
獲
得
を
確
認
す
る

１
．
地
域
社
会
で
現
に
生
起
し
て
い
る
社
会
問
題
群
を
的
確
に
認
識
す
る
社
会
調
査
・
分
析
能
力
を
備
え
る
こ
と

２
．
多
様
性
・
多
元
性
が
高
ま
る
社
会
の
中
で
、
差
異
を
認
め
、
格
差
を
乗
り
越
え
る
社
会
イ
ン
フ
ラ
の
あ
り
方
を
学
び
、
地
域
社

会
の
発
展
や
協
働
・
福
祉
に
貢
献
で
き
る
こ
と

（
国
際
文
化
学
科
）

卒
業
論
文
試
験
に
関
し
て
次
の
能
力
の
獲
得
を
確
認
す
る

１
．
人
文
科
学
・
社
会
科
学
諸
分
野
の
幅
広
い
教
養
を
身
に
つ
け
、
グ
ロ
ー
バ
ル
か
つ
ロ
ー
カ
ル
な
視
点
か
ら
自
文
化
と
異
文
化
の

相
互
関
係
を
理
解
し
て
、
文
化
と
社
会
の
特
質
を
批
判
的
か
つ
柔
軟
に
把
握
で
き
る
こ
と

２
．
英
語
そ
の
他
の
外
国
語
の
実
践
的
な
言
語
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を
発
揮
し
て
、
地
域
社
会
と
国
際
社
会
に
貢
献
で
き
る

こ
と

（
学
部
共
通
）

人
文
社
会
学
の
人
材
養
成
目
的
を
達
成
す
る
た
め
に
、「
豊
か
で
人
間
ら
し
い
生
き
方
の
た
め
の
持
続
可
能
な
地
域
社
会
と
地
球
社
会

を
つ
く
る
教
育
」（

ES
D
）
を
教
育
理
念
と
し
て
、
幅
広
く
深
い
教
養
と
総
合
的
な
判
断
力
を
培
い
、
豊
か
な
人
間
性
を
涵
養
す
る
カ

リ
キ
ュ
ラ
ム
を
編
成
す
る
。
持
続
可
能
な
社
会
の
実
現
と
い
う
課
題
を
め
ぐ
っ
て
、
人
間
の
心
理
と
教
育
の
視
点
か
ら
、
地
域
社
会

の
視
点
か
ら
、
そ
し
て
グ
ロ
ー
バ
ル
な
視
点
か
ら
学
際
的
に
研
究
・
教
育
す
る
こ
と
が
本
学
部
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
特
徴
で
あ
る
。

そ
の
た
め
に
学
部
共
通
の
基
礎
科
目
と
し
て
、

ES
D
に
関
す
る
科
目
を
９
科
目
開
講
し
、
学
生
が

ES
D
に
関
す
る
広
い
問
題
意
識

を
獲
得
し
、
各
学
科
別
の
専
門
科
目
の
意
義
が
理
解
し
や
す
い
よ
う
に
構
成
す
る
。

 
専
門
科
目
の
構
成
と
年
次
配
当
は
、
基
礎
科
目
（
１
年
次
）、
基
幹
科
目
（
１
・
２
年
次
）、
展
開
科
目
（
２
・
３
・
４
年
次
）
で

あ
り
、
演
習
科
目
は
基
礎
演
習
（
１
年
前
期
）、
発
展
演
習
（
２
年
後
期
）、
専
門
演
習
１
・
２
・
３
・
４
（
３
・
４
年
次
）
と
全
学

年
に
設
け
る
。

（
心
理
教
育
学
科
）

心
理
教
育
学
科
で
は
、
科
学
の
眼
と
暖
か
な
人
間
観
を
持
っ
た
人
と
し
て
成
長
し
、
そ
の
う
え
で
、
人
の
多
様
性
を
理
解
し
、
生
涯

発
達
の
支
援
・
次
世
代
育
成
に
取
り
組
む
人
材
を
養
成
す
る
。
そ
の
た
め
に
Ｅ
Ｓ
Ｄ
に
関
す
る
基
礎
科
目
（
１
年
次
）、
心
理
学
・
教

育
学
の
基
幹
科
目
（
１
・
２
年
次
）
を
ベ
ー
ス
と
し
て
、
展
開
科
目
（
２
・
３
・
４
年
次
）
は
「
人
の
理
解
」「
人
を
育
む
」「
生
涯

発
達
と
環
境
」「
心
理
・
教
育
の
技
法
」
と
い
う
科
目
群
か
ら
構
成
さ
れ
、
心
理
学
と
教
育
学
を
統
合
す
る
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
展
開
し

て
い
る
。

 
「
人
の
理
解
」
と
「
人
を
育
む
」
の
科
目
で
は
心
理
学
・
教
育
学
の
発
展
的
な
基
礎
を
学
ぶ
。「
心
理
・
教
育
の
技
法
」
の
科
目
で

は
、
人
を
科
学
的
に
理
解
し
て
い
く
ア
プ
ロ
ー
チ
方
法
や
人
を
支
援
し
て
い
く
具
体
的
な
方
法
を
学
び
、「
生
涯
発
達
と
環
境
」
の
科

目
で
は
人
の
発
達
と
発
達
に
影
響
を
及
ぼ
す
様
々
な
環
境
要
因
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
る
。

（
現
代
社
会
学
科
）

現
代
社
会
学
科
は
、
複
雑
な
現
代
社
会
の
姿
を
深
く
認
識
し
、
ど
う
す
れ
ば
社
会
の
抱
え
る
諸
課
題
を
解
決
で
き
る
か
を
考
え
る
人

材
を
養
成
す
る
。
そ
の
た
め
に
Ｅ
Ｓ
Ｄ
に
関
す
る
基
礎
科
目
（
１
年
次
）、
社
会
学
を
中
心
に
政
治
学
、
法
学
、
社
会
福
祉
学
、
歴
史

学
な
ど
基
幹
的
内
容
を
教
え
る
基
幹
科
目
（
１
・
２
年
次
）
を
ベ
ー
ス
と
し
て
、
展
開
科
目
（
２
・
３
・
４
年
次
）
は
「
理
論
と
技

法
」「
社
会
構
想
と
行
政
」「
都
市
と
地
域
社
会
」「
福
祉
と
人
権
」
と
い
う
科
目
群
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
。

 
「
理
論
と
技
法
」
で
は
現
代
社
会
を
多
角
的
に
認
識
す
る
能
力
と
現
実
の
社
会
を
調
査
し
分
析
す
る
ス
キ
ル
を
身
に
つ
け
る
。「
社

会
構
想
と
行
政
」
で
は
社
会
や
自
治
体
行
政
の
あ
り
か
た
を
構
想
す
る
視
点
を
学
ぶ
。「
都
市
と
地
域
社
会
」
で
は
都
市
や
地
域
社
会

で
起
き
て
い
る
諸
問
題
を
認
識
し
、
住
み
よ
く
魅
力
的
な
都
市
・
地
域
社
会
を
つ
く
る
方
法
を
学
ぶ
。「
福
祉
と
人
権
」
で
は
持
続
可

能
な
福
祉
社
会
を
形
成
し
て
い
く
に
は
ど
の
よ
う
な
政
策
や
行
動
が
必
要
な
の
か
を
学
ぶ
。

（
国
際
文
化
学
科
）

国
際
文
化
学
科
で
は
、
語
学
の
み
に
留
ま
ら
ず
、
異
文
化
の
理
解
と
自
文
化
の
理
解
、
そ
し
て
そ
れ
ら
を
比
較
す
る
視
点
か
ら
異
文

化
間
の
交
流
と
共
生
に
つ
い
て
考
え
行
動
す
る
人
材
を
養
成
す
る
。
そ
の
た
め
に
Ｅ
Ｓ
Ｄ
に
関
す
る
基
礎
科
目
（
１
年
次
）、
国
際
文

化
学
の
基
幹
を
教
え
る
基
幹
科
目
（
１
・
２
年
次
）
を
ベ
ー
ス
と
し
て
、
展
開
科
目
（
２
・
３
・
４
年
次
）
は
「
グ
ロ
ー
バ
ル
な
共

生
」「
異
文
化
・
自
文
化
理
解
」「
言
語
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」「
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
」
と
い
う
科
目
群
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
。

 
「
グ
ロ
ー
バ
ル
な
共
生
」
で
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
し
多
文
化
社
会
化
す
る
国
際
社
会
と
国
民
国
家
に
お
け
る
共
生
と
い
う
問
題
を

掘
り
下
げ
る
。「
異
文
化
・
自
文
化
理
解
」
で
は
、
欧
米
の
文
化
を
異
文
化
と
し
て
知
る
だ
け
で
は
な
く
、
そ
の
異
文
化
性
を
認
識
す

る
た
め
に
も
、
日
本
や
ア
ジ
ア
の
文
化
に
つ
い
て
学
ぶ
。「
言
語
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」
で
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
交
流
に
不
可
欠
な

総
合
的
・
実
践
的
な
英
語
力
を
養
成
し
、
ま
た
他
の
言
語
（
ド
イ
ツ
語
・
フ
ラ
ン
ス
語
・
中
国
語
）
も
学
ぶ
。「
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
」

で
は
、
国
内
お
よ
び
国
外
に
お
い
て
地
域
の
人
々
と
の
具
体
的
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
通
し
て
問
題
を
認
識
し
、
そ
の
解
決
を

探
る
能
力
を
養
う
。
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4

●
学
部
・
学
科
別
の
ポ
リ
シ
ー
（
案
）

学
部

学
科

デ
ィ
プ
ロ
マ
・
ポ
リ
シ
ー

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・
ポ
リ
シ
ー

芸 術 工 学 部

（
学
部
共
通
）

１
．「
技
術
」「
感
性
」「
人
間
理
解
」
を
軸
に
幅
広
い
視
野
と
教
養
、
創
造
性
豊
か
で
高
度
な
知
識
と
技
術
を
身
に
つ
け
、
デ
ザ
イ
ン

の
理
論
と
実
践
を
通
じ
持
続
可
能
な
地
域
社
会
お
よ
び
国
際
社
会
に
貢
献
で
き
る
人
材
を
輩
出
す
る
。

２
．
芸
術
工
学
部
に
４
年
以
上
在
学
し
、
芸
術
工
学
部
が
設
定
す
る
教
育
理
念
・
教
育
目
標
に
沿
っ
て
設
定
し
た
授
業
科
目
を
履
修

し
て
、
必
修
科
目
の
全
て
と
そ
れ
を
含
む
１
２
４
単
位
以
上
の
修
得
が
学
位
授
与
の
要
件
で
あ
る
。

３
．
卒
業
研
究
・
卒
業
制
作
の
い
ず
れ
か
を
１
年
以
上
履
修
し
、
審
査
会
で
の
審
査
に
お
い
て
、
芸
術
工
学
部
の
教
育
理
念
に
沿
っ

た
、
芸
術
・
工
学
・
デ
ザ
イ
ン
の
理
論
と
手
法
を
修
得
す
る
こ
と
が
合
格
基
準
で
あ
る
。

４
．
卒
業
研
究
・
卒
業
制
作
に
着
手
す
る
た
め
に
は
、
３
年
次
終
了
ま
で
に
所
定
の
単
位
を
取
得
し
て
い
る
こ
と
を
条
件
と
す
る
。

（
情
報
環
境
デ
ザ
イ
ン
学
科
）

情
報
環
境
デ
ザ
イ
ン
学
科
で
は
、
先
端
の
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ー
ス
機
器
や
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
、
Ｗ
ｅ
ｂ
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
や
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
設
計
、
開
発
、
映
像
制
作
の
で
き
る
理
論
と
手
法
を
修
得
し
て
い
る
こ
と
。

（
産
業
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
学
科
）

産
業
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
デ
ザ
イ
ン
学
科
で
は
、
デ
ザ
イ
ン
と
工
学
両
方
の
視
点
か
ら
新
事
業
や
新
製
品
の
企
画
、
開
発
を
行
う
こ
と

が
で
き
る
理
論
と
手
法
を
修
得
し
て
い
る
こ
と
。

（
建
築
都
市
デ
ザ
イ
ン
学
科
）

建
築
都
市
デ
ザ
イ
ン
学
科
で
は
、
住
宅
・
店
舗
や
公
共
施
設
の
な
ど
の
建
築
設
計
、
あ
る
い
は
都
市
デ
ザ
イ
ン
の
防
災
安
全
、
環
境

保
全
、
街
並
保
存
な
ど
建
築
都
市
デ
ザ
イ
ン
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
理
論
と
手
法
を
修
得
し
て
い
る
こ
と
。

（
学
部
共
通
）

１
．
デ
ザ
イ
ン
と
工
学
分
野
の
幅
広
い
知
識
と
理
論
を
学
ぶ
こ
と
に
よ
り
、
持
続
可
能
な
社
会
の
構
築
に
資
す
る
問
題
解
決
能
力
を
養

う
。

２
．
デ
ザ
イ
ン
と
工
学
分
野
の
専
門
的
知
識
、
理
論
、
技
法
を
学
ぶ
こ
と
に
よ
り
、
形
態
と
機
能
の
バ
ラ
ン
ス
を
保
っ
た
デ
ザ
イ
ン
力

を
養
う
。

３
．
デ
ザ
イ
ン
の
実
践
教
育
の
場
と
し
て
、
少
人
数
学
習
に
よ
る
デ
ザ
イ
ン
実
習
を
重
視
す
る
。

４
．
外
国
人
教
師
に
よ
る
講
義
や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
等
で
の
実
習
指
導
に
よ
り
、
国
際
的
に
活
躍
で
き
る
人
材
を
養
成
す
る
。

（
情
報
環
境
デ
ザ
イ
ン
学
科
）

情
報
環
境
デ
ザ
イ
ン
学
科
で
は
、
人
と
情
報
空
間
を
つ
な
ぐ
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ー
ス
設
計
、
映
像
や
音
響
に
よ
る
情
報
デ
ザ
イ
ン
を
対

象
と
す
る
デ
ザ
イ
ン
理
論
と
技
術
の
教
育
を
行
う
。
そ
の
た
め
に
情
報
通
信
技
術
の
基
礎
か
ら
応
用
、
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ー
ス
デ
ザ
イ

ン
や
映
像
・
音
響
デ
ザ
イ
ン
の
理
論
と
制
作
実
践
を
体
系
的
に
学
ぶ
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
編
成
を
行
な
う
。

（
産
業
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
学
科
）

産
業
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
デ
ザ
イ
ン
学
科
で
は
、
工
業
デ
ザ
イ
ン
、
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
デ
ザ
イ
ン
、
３
Ｄ
Ｃ
Ｇ
を
対
象
と
す
る
デ
ザ
イ
ン

理
論
と
技
術
の
教
育
を
行
う
。
そ
の
た
め
に
電
気
、
機
械
、
情
報
工
学
の
基
礎
か
ら
応
用
、
工
業
デ
ザ
イ
ン
、
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
デ
ザ

イ
ン
、
３
Ｄ
Ｃ
Ｇ
の
技
術
と
制
作
実
践
を
体
系
的
に
学
ぶ
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
編
成
を
行
な
う
。

（
建
築
都
市
デ
ザ
イ
ン
学
科
）

建
築
都
市
デ
ザ
イ
ン
学
科
で
は
、
市
民
が
安
心
し
て
豊
に
暮
ら
す
こ
と
の
で
き
る
建
築
都
市
を
対
象
と
す
る
デ
ザ
イ
ン
理
論
と
技
術

の
教
育
を
行
う
。
そ
の
た
め
に
建
築
都
市
の
計
画
意
匠
、
環
境
工
学
、
構
造
力
学
の
基
礎
か
ら
応
用
、
イ
ン
テ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
、
都

市
景
観
、
防
災
、
環
境
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
理
論
と
制
作
実
践
を
体
系
的
に
学
ぶ
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
編
成
を
行
な
う
。

看 護 学 部

看 護 学 科

大
学
学
則
に
基
づ
く
授
業
科
目
及
び
単
位
数
の
修
得
（

12
6
単
位
）
な
ど
規
定
に
あ
る
要
件
を
満
た
し
、
以
下
の
能
力
を
身
に
付
け
た

学
生
に
対
し
て
、「
学
士
」

(看
護
学

)の
学
位
を
授
与
す
る
。

１
．
科
学
的
根
拠
と
倫
理
観
に
基
づ
き
、
安
全
で
適
切
な
看
護
を
提
供
す
る
た
め
の
基
礎
的
能
力
を
身
に
つ
け
て
い
る
。

２
．
チ
ー
ム
医
療
を
担
う
一
員
と
し
て
他
職
種
の
役
割
を
理
解
し
、
協
働
的
関
係
を
築
き
調
整
す
る
能
力
を
身
に
つ
け
て
い
る
。

３
．
看
護
の
探
究
と
看
護
学
の
発
展
に
つ
な
が
る
研
究
に
必
要
な
基
礎
的
能
力
を
修
得
し
て
い
る
。

４
．
個
人
の
健
康
問
題
か
ら
地
球
規
模
の
健
康
問
題
ま
で
、
外
国
語
を
含
め
幅
広
い
視
野
で
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

５
．
社
会
の
変
化
を
と
ら
え
、
保
健
医
療
福
祉
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
看
護
の
活
動
計
画
・
実
施
お
よ
び
評
価
の
基
礎
的
能
力
を
身

に
つ
け
て
い
る

１
．
広
い
視
野
で
多
元
的
に
思
考
で
き
る
能
力
と
豊
か
な
人
間
性
を
育
む
た
め
に
、

1、
2
年
次
に
語
学
を
は
じ
め
専
門
的
な
学
習
に

必
要
な
基
礎
的
学
力
を
修
得
す
る
。
そ
の
た
め
に
教
養
科
目
に
は
、
一
般
教
養
、
外
国
語
、
情
報
、
健
康
・
ス
ポ
ー
ツ
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
、
早
期
体
験
学
習
、
看
護
基
礎
の
科
目
を
配
置
し
、
専
門
基
礎
科
目
と
し
て
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
、
人
体
の

構
造
と
機
能
・
疾
病
の
成
り
立
ち
と
回
復
促
進
、
健
康
と
社
会
を
位
置
づ
け
、
そ
れ
ぞ
れ
科
目
を
講
義
中
心
に
配
置
し
て
い
る
。

２
．
看
護
学
の
専
門
的
知
識
・
技
術
お
よ
び
あ
ら
ゆ
る
対
象
へ
の
看
護
活
動
に
必
要
な
看
護
実
践
能
力
を

3、
4
年
次
に
修
得
す
る
。

そ
の
た
め
に
専
門
科
目
と
し
て
、
看
護
の
基
礎
、
生
涯
発
達
と
看
護
、
健
康
問
題
と
看
護
、
公
衆
衛
生
看
護
学
を
位
置
づ
け
、

講
義
、
演
習
、
実
習
形
式
で
そ
れ
ぞ
れ
科
目
を
配
置
し
て
い
る
。

３
．
将
来
に
わ
た
り
看
護
を
継
続
的
に
探
究
し
、
自
己
研
鑽
し
続
け
る
た
め
の
基
本
的
能
力
を
修
得
す
る
。
そ
の
た
め
に
専
門
科
目

と
し
て
、
看
護
の
統
合
、
看
護
の
発
展
を
位
置
づ
け
、
総
合
的
判
断
力
が
身
に
つ
く
よ
う
に
そ
れ
ぞ
れ
科
目
を
配
置
し
て
い
る
。
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【
年
度
計
画
９
】
 

大
学
で
の
成
績
に
つ
い
て
の
分
析

 
こ
の
レ
ポ
ー
ト
で
は
、
本
学
学
生
の
学
業
成
績
に
つ
い
て
分
析
を
行
っ
て
い
る
。

資
料
１
は
、
最
終
（
卒
業
時
）
成
績
を

G
PA
で
測
り
、
１
年
前
期
と
後
期
の

G
PA
と
対
比
し
た
も
の
で
あ
る
。

20
02
年
度
以
降
の
入
学
生
を
分
析
対
象
と
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
学
年
進
行
中
の
学
生
は
、
単
位
を
取
り
切
れ
て
い
な
い
こ
と
も

あ
り
、
分
析
対
象
か
ら
除
外
す
る
こ
と
と
し
、

20
08
年
度
入
学
者
ま
で
を
分
析
対
象
と
し
た
。
た
だ
し
、

20
08
年
度
入
学
者
で
も

薬
学
部
薬
学
科
の
学
生
お
よ
び
留
年
や
休
学
し
た
学
生
は
在
籍
中
で
あ
る
こ
と
を
留
意
す
る
必
要
が
あ
る
。

集
計
に
お
い
て
、
退
学
及
び
除
籍
さ
れ
た
学
生
は
除
い
て
い
る
。
ま
た
、

20
09
年
度
以
前
は

G
PA
を
導
入
し
て
い
な
い
た
め
、

余
分
に
履
修
登
録
す
る
学
生
が
多
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
成
績
評
価
が

"失
格

"な
い
し

"欠
席

"と
な
っ
て
い
る
科
目
は
ノ
ー
カ
ウ
ン
ト

と
し
た
。
さ
ら
に
、

"取
消

"、
"認
定

"、
"合
格

"と
な
っ
て
い
る
科
目
も
ノ
ー
カ
ウ
ン
ト
と
し
た
。

１
年
前
期
な
い
し
後
期
の
成
績
と
最
終
（
卒
業
時
）
成
績
の
間
の
相
関
係
数
は

0.
73
～

0.
85
で
あ
り
、
極
め
て
高
い
相
関
を
示
し

て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
１
年
前
期
な
い
し
後
期
の
成
績
が
優
秀
な
学
生
は
、
卒
業
時
の
成
績
も
優
秀
と
な
る
傾
向
が
高
い
こ
と
を

意
味
し
て
い
る
。
こ
の
傾
向
は
、
薬
学
、
経
済
、
人
社
、
芸
工
、
看
護
の
す
べ
て
の
学
部
に
当
て
は
ま
り
、
普
遍
的
な
傾
向
と
み
な

す
こ
と
が
で
き
、
初
年
時
教
育
の
重
要
性
が
明
ら
か
に
な
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

資
料
２
は
、

20
03
年
度
～

20
11
年
度
の
学
期
毎
の
全
履
修
科
目
の
平
均

G
PA
を
学
部
別
に
図
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
青
色
は

20
09

年
度
以
前
の
入
学
者
、
赤
色
は

20
10
年
度
以
降
の
入
学
者
を
意
味
す
る
。
し
た
が
っ
て
、

20
10
年
度
の
青
線
は

2年
生
以
上
、
赤
線

は
1年
生
、

20
11
年
度
の
青
線
は

3年
生
以
上
、
赤
線
は

1･
2年
生
と
な
る
。

20
09
年
度
以
前
入
学
者
の
成
績
は
、
優
、
良
、
可
、
不
可
を

3、
2、

1、
0で
点
数
化
し
、

20
10
年
度
以
降
入
学
者
は
、
秀
、
優
、

良
、
可
、
不
可
を

4、
3、

2、
1、

0で
点
数
化
し
て
い
る
。
「
失
格
」
「
欠
席
」
は
、

 0
9年
度
以
前
入
学
者
は
除
外
し
、

10
年
度

以
降
入
学
者
は
「
不
可
」
扱
い
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
成
績
評
価
が
「
認
定
」
「
合
格
」
「
取
消
」
と
な
っ
て
い
る
科
目
は
除
外
し

て
い
る
。

 
図
を
見
て
ま
ず
気
付
く
こ
と
は
、
薬
学
部
、
人
文
社
会
学
部
、
看
護
学
部
に
お
い
て
、

20
09
年
度
以
前
入
学
者
（
青
線
）
と

20
10

年
度
以
降
入
学
者
（
赤
線
）
に
目
立
っ
た
差
が
な
い
が
、
経
済
学
部
と
芸
術
工
学
部
に
お
い
て
は
、
両
者
が
大
き
く
乖
離
し
て
い
る
。

赤
線
は
主
に
教
養
教
育
の
成
績
、
青
線
の

20
10
年
度
以
降
は
主
に
専
門
の
成
績
で
あ
り
、
教
養
と
専
門
の
成
績
の
差
が
出
て
い
る
と

考
え
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
薬
学
部
、
人
文
社
会
学
部
、
看
護
学
部
は
教
養
と
専
門
の
成
績
に
差
が
な
い
が
、
経
済
学
部
と
芸
術
工

学
部
は
教
養
と
専
門
の
成
績
に
差
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

20
09
年
度
以
前
入
学
者
（
青
線
）
の
変
動
を
概
観
す
る
と
、
芸
術
工
学
部
を
除
く
４
学
部
に
お
い
て
は
、

G
PA
が
増
加
傾
向
に

あ
る
。

【
薬
学
部
】

2.
3前
後
で
推
移
し
て
き
た
が
、
最
近
は

2.
4前
後
へ
と
増
加
し
て
い
る
。

【
経
済
学
部
】

2.
1前
後
で
推
移
し
て
き
た
が
、
最
近
は

1.
9前
後
に
低
下
し
て
い
る
。

【
人
文
社
会
学
部
】

2.
4前
後
か
ら

2.
5前
後
へ
と
増
加
し
て
き
て
い
る
。

【
芸
術
工
学
部
】

2.
2前
後
で
推
移
し
て
き
た
が
、
最
近
は

2.
0前
後
へ
と
低
下
し
て
き
て
い
る
。

【
看
護
学
部
】

2.
3前
後
か
ら

2.
4前
後
へ
と
増
加
し
て
い
る
。

一
方
、

20
10
年
度
以
降
入
学
者
（
赤
線
）
は
、
人
文
社
会
学
部
を
除
き
、
ほ
ぼ

2.
4前
後
で
推
移
し
て
お
り
、
学
部
間
の
差
が
大

き
く
な
い
。

資
料
３
は
、
学
部
別
成
績
分
布
を
、
Ａ

.全
成
績
、
Ｂ

.全
成
績
（
秀
、
優
、
良
、
可
、
不
可
の
み
）
、
Ｃ

.教
養
教
育
の
成
績
、
Ｄ

.

教
養
教
育
の
成
績
（
秀
、
優
、
良
、
可
、
不
可
の
み
）
、
Ｅ

.専
門
教
育
の
成
績
、
Ｆ

.専
門
教
育
の
成
績
（
秀
、
優
、
良
、
可
、
不

可
の
み
）
に
分
類
し
て
図
示
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
そ
れ
ぞ
れ
を

(1
)2

00
9年
度
以
前
入
学
生
の

20
03
～

20
11
年
度
の
成
績
と

(2
)2

01
0年
度
以
降
入
学
生
の

20
10
～

20
11
年
度
の
成
績
に
分
け
て
図
示
し
て
い
る
。

そ
れ
ぞ
れ
の
特
徴
的
な
点
を
列
記
す
る
と
以
下
の
よ
う
に
な
る
。

【
Ａ

(1
)】
経
済
学
部
と
芸
術
工
学
部
で
“
不
可
”
が
多
い
、
さ
ら
に
、
経
済
学
部
は
“
欠
席
”
が
多
く
、
芸
術
工
学
部
は
“
失
格
”

が
多
い
。

【
Ａ

(2
)】
経
済
学
部
は
“
秀
”
が
多
い
が
“
優
”
が
少
な
い
。
“
不
可
”
は
、
芸
術
工
学
部
、
経
済
学
部
、
薬
学
部
の
順
に
多
い
。

“
失
格
”
と
“
欠
席
”
学
部
間
の
差
が
大
き
く
な
い
。
人
文
社
会
学
部
は
“
認
定
”
が
多
い
。

【
Ｂ

(1
)】
経
済
学
部
と
芸
術
工
学
部
で
“
不
可
”
が
多
く
、
そ
の
分
“
優
”
が
少
な
い
。

【
Ｂ

(2
)】
“
秀
”
と
“
優
”
の
和
が
人
文
社
会
学
部
で

60
%
を
超
え
る
が
、
他
学
部
で
は
ほ
ぼ

50
%
程
度
で
あ
る
。
そ
の
逆
に
人
文

社
会
学
部
で
は
“
可
”
が
少
な
い
。

【
Ｃ

(1
)】
人
文
社
会
学
部
と
看
護
学
部
で
“
優
”
が

50
%
を
超
え
て
い
る
。
一
方
、
人
文
社
会
学
部
で
は
“
可
”
が
少
な
い
。

【
Ｃ

(2
)】
看
護
学
部
で
“
秀
”
“
優
”
“
良
”
の
和
が

88
%
程
度
で
あ
る
が
、
他
学
部
で
は
ほ
ぼ

70
%
代
で
あ
る
。

【
Ｄ

(1
)】
人
文
社
会
学
部
は
“
優
”
が

60
％
を
超
え
、
“
可
”
が
少
な
い
。

【
Ｄ

(2
)】
薬
学
部
の
“
不
可
”
が
多
く
、
人
文
社
会
学
部
と
看
護
学
部
の
“
可
”
が
少
な
い
。

【
Ｅ

(1
)】
経
済
学
部
と
芸
術
工
学
部
で
“
優
”
が
少
な
い
。
経
済
学
部
で
は
“
優
”
と
“
良
”
の
和
が
他
学
部
と
比
較
し
て
か
な
り

少
な
い
。
一
方
、
経
済
学
部
で
“
欠
席
”
が
多
く
、
芸
術
工
学
部
で
“
失
格
”
が
多
い
。

【
Ｅ

(2
)】
経
済
学
部
の
“
秀
”
が
多
く
、
人
文
社
会
学
部
の
“
優
”
が
多
い
。
人
文
社
会
学
部
の
“
可
”
が
少
な
く
、
芸
術
工
学
部

と
経
済
学
部
は
“
不
可
”
が
多
い
。

【
Ｆ

(1
)】
経
済
学
部
と
芸
術
工
学
部
で
“
優
”
が
少
な
く
、
“
不
可
”
が
多
い

【
Ｆ

(2
)】
経
済
学
部
は
“
秀
”
が
多
い
が
、
“
優
”
が
少
な
い
。
“
不
可
”
は
芸
術
工
学
部
、
経
済
学
部
、
薬
学
部
の
順
に
多
い
。
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資
料
１
：

G
PA
で
測
っ
た
１
年
次
の
成
績
（
横
軸
）
と
最
終
（
卒
業
時
）
成
績
（
縦
軸
）
の
関
係

相
関
係
数
：

0.
78

66
 

 
 

 
 
相
関
係
数
：

0.
75

31

相
関
係
数
：

0.
73

03
 

 
 

 
 
相
関
係
数
：

0.
79

47

0.
0

0.
5

1.
0

1.
5

2.
0

2.
5

3.
0

3.
5

0.0

0.5

1.0

1.5

2.0

2.5

3.0

3.5

薬
学
：

1年
前
期
対
最
終

0.
0

0.
5

1.
0

1.
5

2.
0

2.
5

3.
0

3.
5

0.0

0.5

1.0

1.5

2.0

2.5

3.0

3.5

薬
学
：

1年
後
期
対
最
終

0.
0

0.
5

1.
0

1.
5

2.
0

2.
5

3.
0

3.
5

0.0

0.5

1.0

1.5

2.0

2.5

3.0

3.5

経
済
：

1年
前
期
対
最
終

0.
0

0.
5

1.
0

1.
5

2.
0

2.
5

3.
0

3.
5

0.0

0.5

1.0

1.5

2.0

2.5

3.0

3.5

経
済
：

1年
後
期
対
最
終

相
関
係
数
：

0.
73

70
 

 
 

 
 
相
関
係
数
：

0.
77

69

相
関
係
数
：

0.
76

04
 

 
 

 
 
相
関
係
数
：

0.
83

25

  
 

相
関
係
数
：

0.
76

58
 

 
 

 
 
相
関
係
数
：

0.
85

04

0.
0

0.
5

1.
0

1.
5

2.
0

2.
5

3.
0

3.
5

0.0

0.5

1.0

1.5

2.0

2.5

3.0

3.5

人
社
：
１
年
前
期
対
最
終

0.
0

0.
5

1.
0

1.
5

2.
0

2.
5

3.
0

3.
5

0.0

0.5

1.0

1.5

2.0

2.5

3.0

3.5
人
社
：
１
年
後
期
対
最
終

0.
0

0.
5

1.
0

1.
5

2.
0

2.
5

3.
0

3.
5

0.0

0.5

1.0

1.5

2.0

2.5

3.0

3.5
芸
工
：
１
年
前
期
対
最
終

0.
0

0.
5

1.
0

1.
5

2.
0

2.
5

3.
0

3.
5

0.0

0.5

1.0

1.5

2.0

2.5

3.0

3.5

芸
工
：
１
年
後
期
対
最
終

0.
0

0.
5

1.
0

1.
5

2.
0

2.
5

3.
0

3.
5

0.0

0.5

1.0

1.5

2.0

2.5

3.0

3.5

看
護
：
１
年
前
期
対
最
終

0.
0

0.
5

1.
0

1.
5

2.
0

2.
5

3.
0

3.
5

0.0

0.5

1.0

1.5

2.0

2.5

3.0

3.5

看
護
：
１
年
後
期
対
最
終
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資
料
２
：
学
期
別
平
均

G
PA

1.
6

1.
82

2.
2

2.
4

2.
6

2.
8

2003前
2003後
2004前
2004後
2005前
2005後
2006前
2006後
2007前
2007後
2008前
2008後
2009前
2009後
2010前
2010後
2011前
2011後

薬
学
部

1.
6

1.
82

2.
2

2.
4

2.
6

2.
8

2003前
2003後
2004前
2004後
2005前
2005後
2006前
2006後
2007前
2007後
2008前
2008後
2009前
2009後
2010前
2010後
2011前
2011後

経
済
学
部

1.
6

1.
82

2.
2

2.
4

2.
6

2.
8

2003前
2003後
2004前
2004後
2005前
2005後
2006前
2006後
2007前
2007後
2008前
2008後
2009前
2009後
2010前
2010後
2011前
2011後

人
文
社
会
学
部

1.
6

1.
82

2.
2

2.
4

2.
6

2.
8

2003前
2003後
2004前
2004後
2005前
2005後
2006前
2006後
2007前
2007後
2008前
2008後
2009前
2009後
2010前
2010後
2011前
2011後

芸
術
工
学
部

1.
6

1.
82

2.
2

2.
4

2.
6

2.
8

2003前
2003後
2004前
2004後
2005前
2005後
2006前
2006後
2007前
2007後
2008前
2008後
2009前
2009後
2010前
2010後
2011前
2011後

看
護
学
部

資
料
３
：
学
部
別
成
績
分
布

A．
全
成
績

(1
) 

20
09
年
度
以
前
入
学
生
の

20
03
～

20
11
年
度
の
成
績

 
秀

優
良

可
不
可

失
格

欠
席

認
定

合
格

薬
学
部

 
 

52
.4

%
 

22
.1

%
 

18
.1

%
2.

2%
 

1.
8%

 
2.

8%
 

0.
6%

 
 

経
済
学
部

 
 

40
.7

%
 

24
.1

%
 

19
.4

%
7.

9%
 

1.
3%

 
6.

5%
 

0.
2%

 
 

人
文
社
会
学
部

 
 

56
.0

%
 

22
.8

%
 

10
.2

%
2.

4%
 

1.
6%

 
3.

2%
 

3.
8%

 
0.

0%
 

芸
術
工
学
部

 
 

43
.9

%
 

28
.3

%
 

16
.0

%
5.

6%
 

3.
6%

 
2.

5%
 

0.
1%

 
 

看
護
学
部

 
 

52
.3

%
 

30
.3

%
 

15
.7

%
0.

4%
 

0.
6%

 
0.

5%
 

0.
3%

 
 

(2
) 

20
10
年
度
以
降
入
学
生
の

20
10
～

20
11
年
度
の
成
績

 
秀

優
良

可
不
可

失
格

欠
席

認
定

合
格

薬
学
部

18
.8

%
 

31
.5

%
 

20
.9

%
 

18
.1

%
3.

8%
 

2.
3%

 
1.

8%
 

2.
7%

 
 

経
済
学
部

19
.6

%
 

28
.5

%
 

27
.1

%
 

17
.7

%
4.

3%
 

1.
0%

 
1.

3%
 

0.
3%

 
 

人
文
社
会
学
部

16
.3

%
 

38
.7

%
 

24
.5

%
 

9.
1%

 
1.

8%
 

1.
0%

 
1.

0%
 

7.
6%

 
 

芸
術
工
学
部

15
.9

%
 

31
.9

%
 

29
.1

%
 

14
.4

%
5.

2%
 

1.
6%

 
1.

0%
 

0.
8%

 
 

看
護
学
部

14
.8

%
 

34
.9

%
 

33
.0

%
 

15
.9

%
0.

5%
 

0.
4%

 
0.

5%
 

0.
0%

 
 

0%
20

%
40

%
60

%
80

%
10

0%

看
護
学
部

芸
術
工
学
部

人
文
社
会
学
部

経
済
学
部

薬
学
部

秀 優 良 可 不
可

失
格

欠
席

認
定

合
格

0%
20

%
40

%
60

%
80

%
10

0%

看
護
学
部

芸
術
工
学
部

人
文
社
会
学
部

経
済
学
部

薬
学
部

秀 優 良 可 不
可

失
格

欠
席

認
定

合
格

16



Ｂ
．
全
成
績
（
秀
、
優
、
良
、
可
、
不
可
の
み
）
 

(1
) 

20
09
年
度
以
前
入
学
生
の

20
03
～

20
11
年
度
の
成
績

(秀
、
優
、
良
、
可
、
不
可
の
み

)

 
秀

優
良

可
不
可

薬
学
部

 
 

55
.3

%
 

23
.3

%
 

19
.1

%
 

2.
3%

 
経
済
学
部

 
 

44
.1

%
 

26
.1

%
 

21
.1

%
 

8.
6%

 
人
文
社
会
学
部

 
 

61
.3

%
 

24
.9

%
 

11
.2

%
 

2.
6%

 
芸
術
工
学
部

 
 

46
.8

%
 

30
.2

%
 

17
.1

%
 

5.
9%

 
看
護
学
部

 
 

53
.0

%
 

30
.7

%
 

15
.9

%
 

0.
4%

 

(2
) 

20
10
年
度
以
降
入
学
生
の

20
10
～

20
11
年
度
の
成
績

(秀
、
優
、
良
、
可
、
不
可
の
み

)

 
秀

優
良

可
不
可

薬
学
部

20
.2

%
 

33
.8

%
 

22
.5

%
 

19
.5

%
 

4.
0%

 
経
済
学
部

20
.2

%
 

29
.3

%
 

27
.9

%
 

18
.2

%
 

4.
5%

 
人
文
社
会
学
部

18
.0

%
 

42
.8

%
 

27
.1

%
 

10
.1

%
 

2.
0%

 
芸
術
工
学
部

16
.5

%
 

33
.0

%
 

30
.1

%
 

14
.9

%
 

5.
4%

 
看
護
学
部

14
.9

%
 

35
.2

%
 

33
.3

%
 

16
.1

%
 

0.
5%

 

0%
20

%
40

%
60

%
80

%
10

0%

看
護
学
部

芸
術
工
学
部

人
文
社
会
学
部

経
済
学
部

薬
学
部

秀 優 良 可 不
可

0%
20

%
40

%
60

%
80

%
10

0%

看
護
学
部

芸
術
工
学
部

人
文
社
会
学
部

経
済
学
部

薬
学
部

秀 優 良 可 不
可

Ｃ
．
教
養
教
育
の
成
績
 

(1
) 

20
09
年
度
以
前
入
学
生
の

20
03
～

20
11
年
度
の
成
績

 
秀

優
良

可
不
可

失
格

欠
席

認
定

合
格

医
学
部

 
 

38
.3

%
 

23
.8

%
 

16
.9

%
2.

9%
 

3.
7%

 
5.

5%
 

9.
0%

 
 

薬
学
部

 
 

47
.0

%
 

22
.6

%
 

16
.3

%
4.

1%
 

2.
8%

 
5.

3%
 

2.
0%

 
 

経
済
学
部

 
 

42
.0

%
 

29
.4

%
 

18
.1

%
3.

6%
 

2.
4%

 
3.

9%
 

0.
6%

 
 

人
文
社
会
学
部

 
 

54
.0

%
 

22
.9

%
 

9.
5%

 
1.

5%
 

1.
4%

 
2.

1%
 

8.
7%

 
0.

0%
 

芸
術
工
学
部

 
 

39
.1

%
 

29
.6

%
 

18
.6

%
4.

5%
 

4.
2%

 
3.

7%
 

0.
3%

 
 

看
護
学
部

 
 

51
.9

%
 

28
.5

%
 

14
.0

%
1.

8%
 

0.
9%

 
1.

3%
 

1.
5%

 
 

(2
) 

20
10
年
度
以
降
入
学
生
の

20
10
～

20
11
年
度
の
成
績

 
秀

優
良

可
不
可

失
格

欠
席

認
定

合
格

医
学
部

17
.7

%
 

31
.6

%
 

20
.7

%
 

14
.1

%
2.

1%
4.

0%
1.

8%
8.

0%
 
 

薬
学
部

18
.9

%
 

31
.9

%
 

20
.1

%
 

15
.7

%
3.

7%
3.

0%
2.

3%
4.

4%
 
 

経
済
学
部

16
.8

%
 

29
.9

%
 

29
.3

%
 

17
.7

%
2.

6%
1.

8%
1.

1%
0.

7%
 
 

人
文
社
会
学
部

19
.7

%
 

34
.5

%
 

23
.3

%
 

8.
5%

1.
4%

1.
3%

0.
8%

10
.5

%
 
 

芸
術
工
学
部

18
.9

%
 

32
.2

%
 

27
.7

%
 

15
.5

%
2.

1%
2.

7%
0.

7%
0.

2%
 
 

看
護
学
部

17
.6

%
 

39
.6

%
 

30
.7

%
 

8.
7%

1.
0%

0.
6%

0.
7%

1.
0%

 
 

 

0%
20

%
40

%
60

%
80

%
10

0%

看
護
学
部

芸
術
工
学
部

人
文
社
会
学
部

経
済
学
部

薬
学
部

医
学
部

秀 優 良 可 不
可

失
格

欠
席

認
定

合
格

0%
20

%
40

%
60

%
80

%
10

0%

看
護
学
部

芸
術
工
学
部

人
文
社
会
学
部

経
済
学
部

薬
学
部

医
学
部

秀 優 良 可 不
可

失
格

欠
席

認
定

合
格
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 Ｄ
．
教
養
教
育
の
成
績
（
秀
、
優
、
良
、
可
、
不
可
の
み
）

(1
) 

20
09
年
度
以
前
入
学
生
の

20
03
～

20
11
年
度
の
成
績

(秀
、
優
、
良
、
可
、
不
可
の
み

)

 
秀

優
良

可
不
可

医
学
部

 
 

46
.8

%
 

29
.0

%
 

20
.7

%
 

3.
5%

 
薬
学
部

 
 

52
.3

%
 

25
.1

%
 

18
.1

%
 

4.
5%

 
経
済
学
部

 
 

45
.1

%
 

31
.6

%
 

19
.4

%
 

3.
9%

 
人
文
社
会
学
部

 
 

61
.5

%
 

26
.1

%
 

10
.8

%
 

1.
7%

 
芸
術
工
学
部

 
 

42
.6

%
 

32
.2

%
 

20
.3

%
 

4.
9%

 
看
護
学
部

 
 

53
.9

%
 

29
.6

%
 

14
.5

%
 

1.
9%

 

(2
) 

20
10
年
度
以
降
入
学
生
の

20
10
～

20
11
年
度
の
成
績

(秀
、
優
、
良
、
可
、
不
可
の
み

)

 
秀

優
良

可
不
可

医
学
部

20
.5

%
 

36
.7

%
 

24
.0

%
16

.3
%

2.
5%

薬
学
部

20
.9

%
 

35
.3

%
 

22
.3

%
17

.4
%

4.
1%

経
済
学
部

17
.5

%
 

31
.0

%
 

30
.4

%
18

.3
%

2.
7%

人
文
社
会
学
部

22
.5

%
 

39
.5

%
 

26
.7

%
9.

8%
1.

6%
芸
術
工
学
部

19
.6

%
 

33
.4

%
 

28
.8

%
16

.0
%

2.
2%

看
護
学
部

18
.0

%
 

40
.6

%
 

31
.4

%
9.

0%
1.

1%
 

0%
20

%
40

%
60

%
80

%
10

0%

看
護
学
部

芸
術
工
学
部

人
文
社
会
学
部

経
済
学
部

薬
学
部

医
学
部

秀 優 良 可 不
可

0%
20

%
40

%
60

%
80

%
10

0%

看
護
学
部

芸
術
工
学
部

人
文
社
会
学
部

経
済
学
部

薬
学
部

医
学
部

秀 優 良 可 不
可

 Ｅ
．
専
門
教
育
の
成
績
 

(1
) 

20
09
年
度
以
前
入
学
生
の

20
03
～

20
11
年
度
の
成
績

 
秀

優
良

可
不
可

失
格

欠
席

認
定

合
格

薬
学
部

 
 

54
.7

%
 

21
.9

%
 

19
.0

%
1.

3%
 

1.
4%

 
1.

7%
 

 
 

経
済
学
部

 
 

40
.2

%
 

22
.2

%
 

19
.9

%
9.

4%
 

0.
9%

 
7.

3%
 

0.
0%

 
 

人
文
社
会
学
部

 
 

56
.7

%
 

22
.8

%
 

10
.5

%
2.

7%
 

1.
7%

 
3.

5%
 

2.
2%

 
 

芸
術
工
学
部

 
 

44
.9

%
 

28
.1

%
 

15
.5

%
5.

8%
 

3.
5%

 
2.

2%
 

0.
1%

 
 

看
護
学
部

 
 

52
.4

%
 

30
.7

%
 

16
.1

%
0.

1%
 

0.
5%

 
0.

3%
 

 
 

(2
) 

20
10
年
度
以
降
入
学
生
の

20
10
～

20
11
年
度
の
成
績

 
秀

優
良

可
不
可

失
格

欠
席

認
定

合
格

薬
学
部

18
.8

%
 

30
.9

%
 

22
.2

%
 

22
.1

%
3.

9%
1.

1%
1.

0%
 

 

経
済
学
部

22
.4

%
 

27
.1

%
 

24
.9

%
 

17
.8

%
6.

0%
0.

2%
1.

5%
 

 

人
文
社
会
学
部

13
.8

%
 

41
.9

%
 

25
.4

%
 

9.
6%

2.
1%

0.
8%

1.
1%

5.
3%

 
 

芸
術
工
学
部

13
.4

%
 

31
.7

%
 

30
.3

%
 

13
.6

%
7.

9%
0.

7%
1.

2%
1.

3%
 
 

看
護
学
部

12
.4

%
 

30
.9

%
 

34
.6

%
 

21
.5

%
0.

1%
0.

2%
0.

3%
 

 

  

0%
20

%
40

%
60

%
80

%
10

0%

看
護
学
部

芸
術
工
学
部

人
文
社
会
学
部

経
済
学
部

薬
学
部

秀 優 良 可 不
可

失
格

欠
席

認
定

合
格

0%
20

%
40

%
60

%
80

%
10

0%

看
護
学
部

芸
術
工
学
部

人
文
社
会
学
部

経
済
学
部

薬
学
部

秀 優 良 可 不
可

失
格

欠
席

認
定

合
格
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 Ｆ
．
専
門
教
育
の
成
績
（
秀
、
優
、
良
、
可
、
不
可
の
み
）
 

(1
) 

20
09
年
度
以
前
入
学
生
の

20
03
～

20
11
年
度
の
成
績

(秀
、
優
、
良
、
可
、
不
可
の
み

)

 
秀

優
良

可
不
可

薬
学
部

 
 

56
.5

%
 

22
.6

%
 

19
.6

%
 

1.
4%

 
経
済
学
部

 
 

43
.8

%
 

24
.2

%
 

21
.7

%
 

10
.3

%
 

人
文
社
会
学
部

 
 

61
.2

%
 

24
.6

%
 

11
.3

%
 

2.
9%

 
芸
術
工
学
部

 
 

47
.7

%
 

29
.8

%
 

16
.4

%
 

6.
2%

 
看
護
学
部

 
 

52
.8

%
 

30
.9

%
 

16
.2

%
 

0.
1%

 

(2
) 

20
10
年
度
以
降
入
学
生
の

20
10
～

20
11
年
度
の
成
績

(秀
、
優
、
良
、
可
、
不
可
の
み

)

 
秀

優
良

可
不
可

薬
学
部

19
.2

%
 

31
.6

%
 

22
.7

%
22

.6
%

4.
0%

経
済
学
部

22
.8

%
 

27
.6

%
 

25
.4

%
18

.1
%

6.
1%

人
文
社
会
学
部

14
.8

%
 

45
.2

%
 

27
.4

%
10

.3
%

2.
3%

芸
術
工
学
部

13
.9

%
 

32
.7

%
 

31
.2

%
14

.0
%

8.
2%

看
護
学
部

12
.5

%
 

31
.0

%
 

34
.8

%
21

.6
%

0.
1%

0%
20

%
40

%
60

%
80

%
10

0%

看
護
学
部

芸
術
工
学
部

人
文
社
会
学
部

経
済
学
部

薬
学
部

秀 優 良 可 不
可

0%
20

%
40

%
60

%
80

%
10

0%

看
護
学
部

芸
術
工
学
部

人
文
社
会
学
部

経
済
学
部

薬
学
部

秀 優 良 可 不
可
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【年度計画 19】 

ビジュアルデザイン 

プロダクトデザイン 

情報工学 

メディアデザイン 

インタラクション 

デザイン 

情報通信工学 

グラフィック 

デザイン 

プロダクトデザイン 

機械電気工学 

情
報
環
境
デ
ザ
イ
ン
領
域 

産
業
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン 

 
 

デ
ザ
イ
ン
領
域 

建
築
都
市
領
域 

建築設計 

構 造 

環 境 

都 市 

学生 80 教員 29 学生 100 教員  31 

情
報
環
境
デ
ザ
イ
ン
学
科 

 
 
 
 
 
 

30

(9) 

産
業
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン 

 
 

デ
ザ
イ
ン
学
科
30

(8)

建
築
都
市
デ
ザ
イ
ン
学
科 

 
 
 
 
 
 

40

(14) 

デ
ザ
イ
ン
情
報
学
科 40

(14) 

建築設計 

構 造 

環 境 

都 市 

建
築
都
市
デ
ザ
イ
ン
学
科 

 
 
 
 
 
 

40

(15) 

デ
ザ
イ
ン
情
報
領
域 

建
築
都
市
領
域 

芸術工学研究科 芸術工学研究科 
芸術工学部 

芸術工学部及び芸術工学研究科の組織改正について（概要） 

芸術工学事務室 

１ 概 要 

  平成 24 年 4 月 1 日から市立大学芸術工学部のデザイン情報学科を情報環境デザイン学科と産業イノ
ベーションデザイン学科とし、現行の 2 学科から 3 学科へ組織改正し、研究科とあわせ学生定員の変

更を行いました。 
  

２ 組織改正内容 

 ＊表中の数字は学生定員， 
（ ）内数字は教員定員 

学生 30 

新 

旧 

学生 25 

３ 組織改正理由 

○近年、著しく成長しているメディアデザイン、インタラクションデザイン、情報通信工学の分野

を情報環境デザイン学科として設置し、分野の成長に合わせた、当該分野に特化した教育・研究

を行うことにより、教育・研究体制を強化する。 
○デザイン情報学科を情報環境デザイン学科と産業イノベーションデザイン学科の 2学科とするこ

とで、専攻内容をより専門化して学部の教育内容がより明確になり、受験生の芸術工学部への受

験志願を容易にする。 

○学科の組織改正により、学生の将来の目指す進路を、主に情報環境デザイン学科は新規分野のベ

ンチャー企業、産業イノベーションデザイン学科は企業デザイン部として明確化することで、学

生の就学意欲を高める。 

○平成 8年度の学部設立から 16 年を経過することとなる平成 23 年度末に、学部設立当初から在職

する 4 名の教員が定年退職することとなるので、社会情勢の変化にあわせて学部の今後のあり方

を再考し、そのために必要な分野の教員を補充する。 

25



【
年
度
計
画

26
】

●
博
士
前
期
課
程
・
修
士
課
程
の
専
攻
別
ポ
リ
シ
ー
（
案
）

研
究
科
専
攻

デ
ィ
プ
ロ
マ
・
ポ
リ
シ
ー

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・
ポ
リ
シ
ー

大 学 院 共 通

 
大
学
院
課
程
共
通
に
、
研
究
が
高
い
倫
理
性
と
強
固
な
責
任
感
を
も
っ
て
実
施
さ
れ
、
人
や
自
然
と
の
共
生
に
か
な
っ
た
も
の
と

な
っ
て
い
る
か
ど
う
か
が
、
修
了
の
際
に
考
慮
さ
れ
る
べ
き
重
要
な
点
と
な
る
。

 
博
士
前
期
課
程
な
い
し
修
士
課
程
に
あ
っ
て
は
、
各
研
究
科
所
定
の
期
間
在
学
し
、
各
研
究
科
が
教
育
の
理
念
と
目
的
に
沿
っ
て

設
定
し
た
授
業
科
目
を
履
修
し
て
、
各
研
究
科
の
履
修
規
程
に
よ
り
定
め
ら
れ
た
科
目
及
び
単
位
数
を
修
得
す
る
こ
と
が
、
学
位
授

与
の
要
件
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
必
要
な
研
究
指
導
を
受
け
た
上
で
、
修
士
学
位
論
文
又
は
特
定
の
課
題
に
つ
い
て
の
研
究
成
果
の
審

査
及
び
最
終
試
験
に
合
格
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

 
博
士
前
期
課
程
な
い
し
修
士
課
程
に
あ
っ
て
は
、
幅
広
い
視
野
に
立
っ
た
学
識
を
備
え
、
専
門
分
野
に
お
け
る
研
究
能
力
又
は
高

度
な
専
門
性
を
必
要
と
す
る
職
業
を
担
う
た
め
に
必
要
な
能
力
を
身
に
つ
け
て
い
る
か
ど
う
か
が
、
課
程
修
了
の
基
準
と
な
る
。

 
博
士
後
期
課
程
な
い
し
博
士
課
程
に
あ
っ
て
は
、
各
研
究
科
所
定
の
期
間
在
学
し
、
各
研
究
科
の
履
修
規
程
に
よ
り
定
め
ら
れ
た

科
目
及
び
単
位
数
を
修
得
す
る
こ
と
、
及
び
、
各
研
究
科
の
教
育
と
研
究
の
理
念
と
目
的
に
沿
っ
て
実
施
さ
れ
る
研
究
指
導
を
受
け
、

所
定
の
期
間
内
に
博
士
学
位
論
文
の
審
査
及
び
最
終
試
験
に
合
格
す
る
こ
と
が
、
学
位
授
与
の
要
件
で
あ
る
。

 
博
士
後
期
課
程
な
い
し
博
士
課
程
に
あ
っ
て
は
、
研
究
者
と
し
て
自
立
し
て
研
究
活
動
を
行
い
、
高
度
な
専
門
的
業
務
に
従
事
す

る
た
め
に
必
要
な
能
力
と
学
識
を
身
に
つ
け
て
い
る
か
ど
う
か
が
、
課
程
修
了
の
基
準
と
な
る
。

医 学 研 究 科

修 士 課 程

 
医
学
研
究
科
修
士
課
程
で
は
、
最
先
端
の
医
学
・
医
療
及
び
生
命
科
学
領
域
に
関
す
る
幅
広
い
知
識
・
能
力
を
習
得
す
る
。
共
通

教
育
科
目
、
専
門
教
育
科
目
に
お
け
る
学
習
活
動
を
通
し
て
、
学
生
は
医
学
の
全
体
像
と
個
々
の
学
問
領
域
の
位
置
づ
け
を
把
握
し
、

ま
た
、
専
門
演
習
、
特
別
研
究
と
し
て
研
究
活
動
を
展
開
す
る
こ
と
に
よ
り
、
専
門
分
野
に
お
け
る
基
本
的
な
研
究
手
技
を
修
得
す

る
と
と
も
に
得
ら
れ
た
結
果
を
ま
と
め
る
力
を
養
う
。
こ
れ
に
よ
り
、
研
究
者
あ
る
い
は
高
度
な
専
門
性
の
必
要
な
技
術
者
と
な
る

た
め
の
能
力
を
身
に
つ
け
る
こ
と
を
目
標
と
す
る
。
ま
た
、
課
程
修
了
の
際
に
は
、
高
い
倫
理
性
と
強
固
な
責
任
感
を
も
っ
て
、
人

類
の
福
祉
の
向
上
に
貢
献
す
る
姿
勢
が
涵
養
で
き
て
い
る
か
に
つ
い
て
も
考
慮
さ
れ
る
。
学
位
授
与
の
必
要
要
件
は
、
本
課
程
に

2
年
以
上
在
学
し
、
共
通
教
育
科
目

10
単
位
、
専
門
教
育
科
目

10
単
位
、
専
門
演
習

2
単
位
、
特
別
研
究

8
単
位
を
取
得
し
、
さ
ら

に
、
学
位
論
文
を
提
出
し
、
そ
の
論
文
の
審
査
及
び
最
終
試
験
に
合
格
す
る
こ
と
で
あ
る
。

 
医
学
研
究
科
修
士
課
程
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
は
、
学
生
が
将
来
、
医
学
関
連
の
高
度
専
門
領
域
で
活
躍
す
る
た
め
の
能
力
を
確
実
に

身
に
つ
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、
系
統
的
に
編
成
さ
れ
て
い
る
。
学
生
は
課
程
修
了
ま
で
に
、
共
通
教
育
科
目

10
単
位
、
専
門

教
育
科
目

10
単
位
、
専
門
演
習

2
単
位
、
特
別
研
究

8
単
位
を
取
得
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。
１
年
次
に
は
全
科
目
必
修
の
共
通

教
育
科
目
が
開
講
さ
れ
、
最
先
端
の
医
学
・
医
療
お
よ
び
生
命
科
学
領
域
の
幅
広
い
知
識
の
習
得
が
目
指
さ
れ
る
。
こ
れ
に
並
行
し
、

１
年
次
か
ら
２
年
次
に
か
け
て
開
講
さ
れ
る
選
択
制
の
専
門
教
育
科
目
で
は
、
論
文
抄
読
等
に
よ
り
学
位
論
文
の
研
究
題
目
の
関
連

分
野
に
つ
い
て
最
先
端
の
知
識
を
学
ぶ
。
研
究
指
導
教
員
は
入
学
後

6
月
末
ま
で
に
決
定
し
、
以
後
、
学
生
は
指
導
教
員
の
専
門
分

野
に
所
属
し
て
教
育
を
受
け
る
。
学
生
個
別
に
立
て
ら
れ
た
研
究
指
導
計
画
に
基
づ
き
、
１
年
次
の
専
門
演
習
で
は
、
特
別
研
究
の

課
題
遂
行
に
必
要
な
基
本
的
概
念
お
よ
び
研
究
手
技
を
身
に
つ
け
、
２
年
次
の
専
門
演
習
で
は
よ
り
深
化
し
た
指
導
を
受
け
る
。
こ

れ
に
並
行
し
、
特
別
研
究
と
し
て
実
施
さ
れ
る
研
究
活
動
を
通
じ
て
専
門
領
域
の
科
学
技
術
お
よ
び
基
本
概
念
を
習
得
し
、
学
位
論

文
を
作
成
す
る
。

薬 学 研 究 科

創 薬 生 命 科 学 専 攻

１
．
博
士
前
期
課
程
学
生
は
同
課
程
に
２
年
以
上
在
学
し
て
、
必
要
単
位
（

30
単
位
）
を
修
得
し
、
か
つ
必
要
な
研
究
指
導
を
受
け

た
上
で
、
学
位
論
文
を
提
出
し
、
そ
の
論
文
の
審
査
及
び
最
終
試
験
に
合
格
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
．
薬
学
研
究
科
論
文
審
査
会
に
お
い
て
選
出
さ
れ
た
３
名
以
上
の
審
査
委
員
は
、
審
査
委
員
会
を
構
成
し
て
審
査
に
あ
た
り
、
そ

の
結
果
に
つ
い
て
主
査
で
あ
る
審
査
委
員
が
「
名
古
屋
市
立
大
学
学
位
規
定
」
の
第

10
条
に
規
定
さ
れ
て
い
る
学
位
論
文
の
内

容
の
要
旨
等
を
論
文
審
査
会
へ
報
告
す
る
。
そ
の
際
、「
学
位
の
授
与
に
つ
い
て
の
意
見
」
と
し
て
合
否
の
い
ず
れ
か
を
明
記
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３
．
審
査
委
員
に
よ
る
合
否
の
意
見
に
は
、
研
究
の
位
置
づ
け
の
適
切
さ
、
問
題
設
定
と
そ
の
解
明
の
明
確
さ
、
デ
ー
タ
取
得
の
適

切
さ
と
内
容
評
価
の
適
切
さ
、
考
察
・
論
述
の
論
理
的
一
貫
性
、
文
章
表
現
の
わ
か
り
や
す
さ
、
等
の
判
断
要
素
を
総
合
的
に

考
慮
し
た
上
で
、
論
文
評
価
を
合
格
と
不
合
格
の
２
段
階
で
論
文
審
査
会
へ
報
告
し
、
最
終
審
査
の
原
案
と
そ
し
て
提
案
す
る
。

以
上
の
デ
ィ
プ
ロ
マ
・
ポ
リ
シ
ー
は
す
べ
て
、
薬
学
部
出
身
者
以
外
の
卒
業
生
に
つ
い
て
も
該
当
す
る
。

創
薬
生
命
科
学
専
攻
で
は
、
物
質
科
学
・
生
命
科
学
の
基
礎
知
識
を
充
実
さ
せ
る
と
と
も
に
、
最
新
の
知
識
と
技
術
を
獲
得
し
、
さ

ら
に
研
究
課
題
に
取
り
組
む
過
程
で
、
高
い
問
題
解
決
能
力
を
涵
養
す
る
た
め
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
組
ん
で
い
る
。
こ
の
た
め
、
座

学
と
し
て
は
、
基
礎
科
目
、
専
門
科
目
、
特
別
講
義
科
目
を
そ
ろ
え
て
い
る
。
基
礎
科
目
で
あ
る
創
薬
生
命
科
学
基
礎
Ⅰ
－
Ⅳ
の
４

科
目
（
各
１
単
位
）
は
、
専
門
の
学
習
・
研
究
を
す
る
上
で
必
要
と
な
る
基
礎
を
修
得
す
る
も
の
で
あ
り
、
薬
学
以
外
の
学
部
出
身

者
に
と
っ
て
は
、
創
薬
関
連
の
学
習
や
研
究
に
支
障
な
く
取
り
組
め
る
た
め
の
導
入
教
育
と
し
て
も
位
置
付
け
ら
れ
る
に
も
な
る
よ

う
配
慮
し
て
い
る
。
そ
の
上
で
、
専
門
科
目
と
し
て
２
１
の
特
論
（
各
１
単
位
）
を
通
し
て
、
専
門
知
識
お
よ
び
最
新
の
研
究
成
果

や
技
術
を
修
得
す
る
。
さ
ら
に
３
つ
の
特
別
講
義
科
目
（
各
１
単
位
）
で
は
、
外
部
講
師
に
よ
る
講
義
に
よ
り
、
幅
広
い
分
野
の
研

究
や
ト
ピ
ッ
ク
ス
に
つ
い
て
学
習
し
、
視
野
を
広
げ
、
新
た
な
発
想
源
と
し
て
役
立
た
せ
る
。
特
別
演
習
（
８
単
位
）
は
創
薬
生
命

科
学
及
び
関
連
領
域
に
お
け
る
研
究
の
遂
行
に
必
要
な
技
術
や
知
識
を
多
方
面
か
ら
演
習
形
式
に
よ
り
修
得
す
る
と
と
も
に
、
セ
ミ

ナ
ー
や
学
会
形
式
を
と
り
複
数
の
指
導
者
が
参
加
す
る
こ
と
に
よ
り
情
報
の
共
有
化
と
討
論
に
よ
る
研
究
の
活
性
化
、
プ
レ
ゼ
ン
テ

ー
シ
ョ
ン
能
力
、
討
論
能
力
の
涵
養
を
図
る
。
特
別
研
究
（
８
単
位
）
で
は
、
創
薬
生
命
科
学
及
び
そ
の
他
の
薬
学
領
域
の
学
問
を

基
盤
と
し
た
創
薬
研
究
お
よ
び
修
士
論
文
作
成
の
指
導
を
行
う
。
こ
の
過
程
で
様
々
な
研
究
手
法
・
解
析
手
法
や
科
学
的
思
考
法
を

学
習
し
、
研
究
者
と
し
て
の
基
礎
を
築
く
。

基
礎
科
目
は
２
単
位
以
上
、
専
門
科
目
は
主
科
目
と
し
て
１
単
位
、
副
科
目
と
し
て
８
単
位
以
上
、
特
別
講
義
科
目
は
３
単
位
以
上
、

特
別
研
究
８
単
位
、
特
別
演
習
８
単
位
、
合
計
３
０
単
位
以
上
を
取
得
す
る
こ
と
が
修
了
要
件
の
一
部
で
あ
る
。
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2

●
博
士
前
期
課
程
・
修
士
課
程
の
専
攻
別
ポ
リ
シ
ー
（
案
）

研
究
科
専
攻

デ
ィ
プ
ロ
マ
・
ポ
リ
シ
ー

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・
ポ
リ
シ
ー

経 済 学 研 究 科

経 済 学 専 攻

（
研
究
科
共
通
）

１
．
博
士
前
期
課
程
で
は
、
幅
広
く
深
い
知
識
を
備
え
、
専
攻
分
野
で
あ
る
経
済
学
・
経
営
学
に
お
け
る
研
究
能
力
と
、
高
度
な
専

門
性
を
必
要
と
す
る
職
業
を
担
う
た
め
の
優
れ
た
能
力
と
を
身
に
つ
け
て
い
る
か
ど
う
か
が
、
課
程
修
了
の
基
準
と
な
る
。

２
．
定
め
ら
れ
た
期
間
在
学
し
て
、
教
育
理
念
・
教
育
目
標
に
基
づ
い
て
開
設
さ
れ
て
い
る
専
門
科
目
に
つ
い
て
所
定
の
単
位
を
修

得
し
、
か
つ
、
必
要
な
研
究
指
導
を
受
け
た
上
、
学
位
論
文
を
提
出
し
て
論
文
審
査
お
よ
び
最
終
試
験
に
合
格
す
る
こ
と
が
学

位
授
与
の
条
件
で
あ
る
。

３
．
上
記
の
ほ
か
、
定
め
ら
れ
た
期
間
在
学
し
て
、
教
育
理
念
・
教
育
目
標
に
基
づ
い
て
開
設
さ
れ
て
い
る
専
門
科
目
に
つ
い
て
所

定
の
単
位
を
修
得
し
、
か
つ
、
必
要
な
研
究
指
導
を
受
け
た
上
、
特
定
の
課
題
に
つ
い
て
の
研
究
報
告
書
（「
リ
サ
ー
チ
・
ペ
ー

パ
ー
」）

2
編
を
提
出
し
、
そ
の
審
査
お
よ
び
最
終
試
験
に
合
格
す
る
こ
と
が
学
位
授
与
の
条
件
で
あ
る
。

４
．
修
了
要
件
お
よ
び
申
請
の
手
続
き
等
は
履
修
要
項
で
学
生
に
示
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
修
士
論
文
お
よ
び
特
定
の
課
題
に
つ
い

て
の
研
究
報
告
書
（「
リ
サ
ー
チ
・
ペ
ー
パ
ー
」）
の
評
価
基
準
は
、「
学
位
論
文
の
評
価
基
準
に
関
す
る
内
規
」
で
学
生
に
明
示

さ
れ
て
い
る
。

５
．
な
お
、
上
記
に
お
け
る
「
定
め
ら
れ
た
期
間
」
は
通
常
２
年
以
上
を
指
す
が
、
国
公
私
立
大
学
間
単
位
互
換
制
度
、
他
大
学
院

等
で
の
既
修
得
単
位
や
入
学
前
既
修
得
単
位
の
認
定
制
度
を
活
用
し
て
所
定
の
単
位
を
修
得
し
、
優
れ
た
学
業
成
績
を
収
め
た

者
に
つ
い
て
は
、
１
年
間
で
課
程
を
修
了
す
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
、
こ
の
場
合
に
お
い
て
も
、
修
士
学
位

論
文
あ
る
い
は
研
究
報
告
書
（「
リ
サ
ー
チ
・
ペ
ー
パ
ー
」）

2
編
の
提
出
と
そ
の
審
査
お
よ
び
最
終
試
験
に
合
格
す
る
こ
と
が
学

位
授
与
の
条
件
で
あ
る
。

（
経
済
学
専
攻
）

 
名
古
屋
市
立
大
学
大
学
院
経
済
学
研
究
科
の
基
本
的
な
教
育
理
念
は
経
済
学
や
経
営
学
に
関
す
る
広
範
で
豊
か
な
知
識
や
教

養
を
備
え
た
社
会
人
な
ら
び
に
高
度
な
専
門
知
識
を
有
す
る
研
究
者
の
養
成
に
努
め
、
経
済
、
経
営
上
の
諸
問
題
に
柔
軟
か
つ

的
確
に
対
応
で
き
る
高
度
な
専
門
性
を
持
つ
人
材
を
社
会
に
送
り
出
す
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
研
究
科
の
理
念
を
実
現
す
る
た
め

に
、
経
済
学
専
攻
で
は
次
の
よ
う
な
方
針
に
し
た
が
っ
て
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
作
成
し
て
い
る
。

１
．
高
度
な
専
門
知
識
を
確
実
な
も
の
と
す
る
た
め
に
、
研
究
科
の
専
門
科
目
を
、
主
と
し
て
ミ
ク
ロ
経
済
学
・
マ
ク
ロ
経
済
学

の
理
論
的
発
展
を
目
指
す
「
経
済
理
論
系
」、
財
政
・
金
融
政
策
に
か
か
わ
る
実
践
的
問
題
を
主
た
る
研
究
対
象
と
す
る
「
経

済
政
策

I系
」、
国
際
経
済
政
策
・
産
業
政
策
な
ど
の
望
ま
し
い
あ
り
方
を
主
た
る
研
究
対
象
と
す
る
「
経
済
政
策

II
系
」、

そ
し
て
、
主
と
し
て
経
済
シ
ス
テ
ム
の
多
様
性
と
そ
れ
ら
の
変
化
を
追
究
し
よ
う
と
す
る
「
制
度
・
歴
史
系
」
の
四
つ
の
系

に
大
別
し
て
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
構
築
し
て
い
る
。

２
．
授
業
科
目
は
上
記
の
各
系
の
科
目
と
し
て
開
講
さ
れ
て
い
る
が
、
全
て
の
授
業
科
目
が
選
択
可
能
と
な
っ
て
お
り
、
学
生
の

自
主
的
な
知
識
・
能
力
の
展
開
を
可
能
な
も
の
と
し
、
経
済
社
会
の
変
化
に
対
応
し
て
学
生
自
身
の
専
門
性
を
広
げ
る
こ
と

を
可
能
に
し
て
い
る
。

３
．
他
方
、
分
化
さ
れ
た
専
門
的
視
野
だ
け
で
な
く
、
よ
り
広
い
視
野
か
ら
経
済
学
の
知
識
を
見
渡
し
、
他
の
関
連
領
域
（
系
）

と
の
有
機
的
結
び
つ
き
を
持
つ
よ
う
に
、
経
済
学
専
攻
共
通
の
基
礎
科
目
と
し
て
、「
ミ
ク
ロ
経
済
学
基
礎
」、
「
マ
ク
ロ
経

済
学
基
礎
」
お
よ
び
「
計
量
経
済
学
基
礎
」
を
開
設
し
て
い
る
ほ
か
、
経
営
学
専
攻
に
お
け
る
学
問
領
域
と
の
関
連
を
意
識

で
き
る
よ
う
に
、「
経
営
学
原
理
」
お
よ
び
「
会
計
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
基
礎
」
を
開
講
し
て
い
る
。

４
．
各
系
の
授
業
科
目
の
履
修
を
前
提
と
し
た
そ
の
領
域
の
広
い
知
識
の
蓄
積
と
と
も
に
、
各
科
目
に
設
け
ら
れ
て
い
る
演
習
に

お
い
て
、
実
施
調
査
や
指
導
教
員
と
の
共
同
研
究
等
を
通
じ
て
、
学
生
自
身
が
各
自
の
研
究
課
題
を
よ
り
深
く
追
究
で
き
る

よ
う
に
研
究
指
導
を
行
う
体
制
を
整
え
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
広
い
知
見
の
修
得
と
深
い
研
究
を
、
同
時
に
し
か
も
体
系
的

に
行
い
う
る
よ
う
に
、

2
年
間
を
通
じ
て
演
習
が
必
修
化
さ
れ
て
い
る
。

５
．
演
習
に
お
け
る
研
究
指
導
は
、
指
導
教
員
の
選
択
を
は
じ
め
と
し
て
、
基
本
的
に
は
各
学
生
の
入
学
時
の
研
究
計
画
に
基
づ

い
て
進
め
ら
れ
る
が
、
学
期
進
行
に
伴
う
研
究
の
発
展
具
合
に
応
じ
て
は
、
研
究
指
導
体
制
（
指
導
教
員
な
ど
）
の
変
更
も

可
能
で
あ
る
。

６
．
さ
ら
に
よ
り
広
い
視
野
で
学
ぶ
機
会
を
提
供
す
る
た
め
に
、

10
単
位
（

5
科
目
）
ま
で
を
修
了
の
た
め
の
必
要
単
位
数
に

含
め
る
こ
と
で
、
経
営
学
専
攻
の
授
業
科
目
の
履
修
を
認
め
て
い
る
。

７
．
本
研
究
科
は
社
会
人
の
受
け
入
れ
に
関
し
て
先
駆
的
な
大
学
院
で
あ
る
が
、
専
門
職
大
学
院
と
は
一
線
を
画
し
て
お
り
、
学

術
研
究
志
向
の
傾
向
が
強
く
、
少
人
数
教
育
で
あ
る
演
習
で
は
基
本
的
に
参
加
す
る
学
生
が
自
主
的
に
テ
ー
マ
を
選
択
し
、

複
数
の
教
員
に
よ
る
指
導
と
学
生
間
の
議
論
に
も
と
づ
き
、一
定
以
上
の
学
術
的
成
果
を
上
げ
ら
れ
る
よ
う
な
指
導
体
制
が

と
ら
れ
て
い
る
。

８
．
ま
た
、
社
会
人
の
た
め
に
、
定
め
ら
れ
た
期
間
を
越
え
て
一
定
の
期
間
（

3
年
間
）
に
わ
た
り
計
画
的
に
教
育
課
程
を
履
修

し
修
了
す
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
て
い
る
（「
長
期
履
修
制
度
」）
。

９
．
他
方
、
国
公
私
立
大
学
間
単
位
互
換
制
度
、
他
大
学
院
等
で
の
既
修
得
単
位
や
入
学
前
既
修
得
単
位
の
認
定
制
度
を
活
用
し
、

か
つ
優
秀
な
成
績
を
収
め
た
者
に
は
、
１
年
間
で
課
程
を
修
了
す
る
可
能
性
も
開
か
れ
て
い
る
（
早
期
終
了
制
度
）。
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●
博
士
前
期
課
程
・
修
士
課
程
の
専
攻
別
ポ
リ
シ
ー
（
案
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研
究
科
専
攻

デ
ィ
プ
ロ
マ
・
ポ
リ
シ
ー

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・
ポ
リ
シ
ー

経 済 学 研 究 科

経 営 学 専 攻

（
経
営
学
専
攻
）

 
名
古
屋
市
立
大
学
大
学
院
経
済
学
研
究
科
の
基
本
的
な
教
育
理
念
は
経
済
学
や
経
営
学
に
関
す
る
広
範
で
豊
か
な
知
識
や
教
養
を

備
え
た
社
会
人
な
ら
び
に
高
度
な
専
門
知
識
を
有
す
る
研
究
者
の
養
成
に
努
め
、
経
済
、
経
営
上
の
諸
問
題
に
柔
軟
か
つ
的
確
に
対

応
で
き
る
高
度
な
専
門
性
を
持
つ
人
材
を
社
会
に
送
り
出
す
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
研
究
科
の
理
念
を
実
現
す
る
た
め
に
、
経
営
学
専

攻
で
は
次
の
よ
う
な
方
針
に
し
た
が
っ
て
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
作
成
し
て
い
る
。

１
．
高
度
な
専
門
知
識
を
確
実
な
も
の
と
す
る
た
め
に
、
研
究
科
の
専
門
科
目
を
、
企
業
経
営
に
関
す
る
様
々
な
問
題
を
解
決
す
る

方
法
を
探
求
す
る
「
経
営
系
」、
会
計
情
報
に
関
す
る
諸
問
題
を
理
論
的
・
実
証
的
に
分
析
す
る
「
会
計
系
」、
企
業
の
財
務
政
策

や
戦
略
的
問
題
に
計
量
的
手
法
で
接
近
す
る
こ
と
を
目
指
す
「
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
・
情
報
系
」
の
三
つ
の
系
に
大
別
し
て
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
を
構
築
し
て
い
る
。

２
．
授
業
科
目
は
上
記
の
各
系
の
科
目
と
し
て
開
講
さ
れ
て
い
る
が
、
全
て
の
授
業
科
目
が
選
択
可
能
と
な
っ
て
お
り
、
学
生
の
自

主
的
な
知
識
・
能
力
の
展
開
を
可
能
な
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
よ
っ
て
、
企
業
の
経
営
環
境
の
変
化
に
対
応
し
て
学
生
自
身
が
問

題
の
本
質
を
見
極
め
、
処
方
箋
を
探
る
た
め
の
専
門
性
の
拡
張
を
可
能
に
し
て
い
る
。

３
．
他
方
、
分
化
さ
れ
た
専
門
的
視
野
だ
け
で
な
く
、
よ
り
広
い
視
野
か
ら
経
営
学
に
係
る
諸
問
題
を
考
察
す
る
た
め
に
、
他
の
研

究
領
域
（
系
）
と
関
連
づ
け
る
べ
く
、
経
営
学
専
攻
共
通
の
基
礎
科
目
と
し
て
、「
経
営
原
理
」、
「
企
業
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
基
礎
」、

「
計
量
経
済
学
基
礎
」
を
設
置
し
て
い
る
。
ま
た
、
企
業
経
営
を
取
り
巻
く
経
済
の
諸
問
題
に
つ
い
て
も
理
解
を
深
め
る
べ
く
、

「
ミ
ク
ロ
経
済
学
基
礎
」、
「
マ
ク
ロ
経
済
学
基
礎
」
を
開
設
し
て
い
る
。

４
．
各
系
の
授
業
科
目
の
履
修
を
前
提
と
し
た
そ
の
領
域
の
広
い
知
識
の
蓄
積
と
と
も
に
、
各
科
目
に
設
け
ら
れ
て
い
る
演
習
に
お

い
て
、
実
施
調
査
や
指
導
教
員
と
の
共
同
研
究
等
を
通
じ
て
、
学
生
自
身
が
各
自
の
研
究
課
題
を
よ
り
深
く
追
究
で
き
る
よ
う
に

研
究
指
導
を
行
う
体
制
を
整
え
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
広
い
知
見
の
修
得
と
深
い
研
究
を
、
同
時
に
し
か
も
体
系
的
に
行
い
う
る

よ
う
に
、

2
年
間
を
通
じ
て
演
習
が
必
修
化
さ
れ
て
い
る
。

５
．
演
習
に
お
け
る
研
究
指
導
は
、
指
導
教
員
の
選
択
を
は
じ
め
、
基
本
的
に
は
各
学
生
の
入
学
時
の
研
究
計
画
に
基
づ
い
て
進
め

ら
れ
る
が
、
学
期
進
行
に
伴
う
研
究
の
発
展
具
合
に
応
じ
て
は
、
研
究
指
導
体
制
（
指
導
教
員
な
ど
）
の
変
更
も
可
能
で
あ
る
。

６
．
さ
ら
に
よ
り
広
い
視
野
で
学
ぶ
機
会
を
提
供
す
る
た
め
に
、

10
単
位
（

5
科
目
）
ま
で
を
修
了
の
た
め
の
必
要
単
位
数
に
含
め

る
こ
と
で
、
経
済
学
専
攻
の
授
業
科
目
の
履
修
を
認
め
て
い
る
。

７
．
本
研
究
科
は
社
会
人
の
受
け
入
れ
に
関
し
て
先
駆
的
な
大
学
院
で
あ
る
が
、
専
門
職
大
学
院
と
は
一
線
を
画
し
て
お
り
、
学
術

研
究
志
向
の
傾
向
が
強
く
、
少
人
数
教
育
で
あ
る
演
習
で
は
基
本
的
に
参
加
す
る
学
生
が
自
主
的
に
テ
ー
マ
を
選
択
し
、
複
数
の

教
員
に
よ
る
指
導
と
学
生
間
の
議
論
に
も
と
づ
き
、
一
定
以
上
の
学
術
的
成
果
を
上
げ
ら
れ
る
よ
う
な
指
導
体
制
が
と
ら
れ
て
い

る
。

８
．
ま
た
、
社
会
人
の
た
め
に
、
定
め
ら
れ
た
期
間
を
越
え
て
一
定
の
期
間
（

3
年
間
）
に
わ
た
り
計
画
的
に
教
育
課
程
を
履
修
し
修

了
す
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
て
い
る
（「
長
期
履
修
制
度
」）
。

９
．
他
方
、
国
公
私
立
大
学
間
単
位
互
換
制
度
、
他
大
学
院
等
で
の
既
修
得
単
位
や
入
学
前
既
修
得
単
位
の
認
定
制
度
を
活
用
し
、

か
つ
優
秀
な
成
績
を
収
め
た
者
に
は
、
１
年
間
で
課
程
を
修
了
す
る
可
能
性
も
開
か
れ
て
い
る
（
早
期
終
了
制
度
）。

人 間 文 化 研 究 科

人 間 文 化 専 攻

《
人
材
の
養
成
に
関
す
る
目
的
》

１
．
高
度
か
つ
先
進
的
な
国
際
水
準
の
研
究
を
行
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
次
世
代
を
担
う
若
手
研
究
者
を
育
成
し
、
ま
た
多
様
な
経
歴

を
持
つ
社
会
人
の
再
教
育
を
行
う
こ
と

２
．
人
文
社
会
諸
科
学
の
高
度
な
知
識
と
研
究
能
力
を
涵
養
し
て
、
地
域
と
国
際
社
会
に
対
応
で
き
る
人
材
、
現
代
社
会
の
諸
問
題

に
つ
い
て
指
導
的
な
役
割
を
果
た
す
こ
と
が
で
き
る
人
材
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
視
点
と
ロ
ー
カ
ル
な
視
点
と
を
併
せ
も
つ
高
度
専

門
職
業
人
や
研
究
者
を
育
成
す
る
こ
と

３
．
地
域
と
連
携
し
た
研
究
・
教
育
を
推
進
す
る
こ
と

 
上
記
目
的
を
踏
ま
え
、
博
士
前
期
課
程
に
あ
っ
て
は
、
本
研
究
科
に
２
年
以
上
在
学
し
て
、
専
門
領
域
科
目
を
１
８
単
位
と
課
題

研
究
科
目
を
１
２
単
位
の
必
要
最
低
単
位
数
を
修
得
す
る
こ
と
で
、
専
門
領
域
に
関
す
る
高
度
な
知
識
を
身
に
着
け
る
と
と
も
に
課

題
に
即
し
た
研
究
能
力
を
獲
得
し
、
さ
ら
に
修
士
論
文
の
審
査
お
よ
び
試
験
に
合
格
す
る
こ
と
が
学
位
授
与
の
要
件
で
あ
る
。

 
な
お
修
士
論
文
の
審
査
基
準
は
、
①
問
題
設
定
と
そ
の
解
明
の
適
切
さ
、
②
先
行
研
究
の
検
討
の
適
切
さ
、
③
考
察
・
論
述
の
論

理
一
貫
性
、
④
文
章
表
現
の
分
か
り
や
す
さ
、
等
の
判
断
要
素
を
総
合
的
に
考
慮
し
、「
専
門
分
野
に
お
け
る
研
究
能
力
又
は
高
度
の

専
門
性
を
要
す
る
職
業
等
に
必
要
な
高
度
の
能
力
」
を
有
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

 
本
研
究
科
の
人
材
養
成
目
的
を
達
成
す
る
た
め
に
、
博
士
前
期
課
程
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
は
、
課
題
研
究
科
目
と
専
門
領
域
科
目
の

二
つ
の
科
目
群
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。

 
「
課
題
研
究
科
目
」
は
複
数
の
教
員
と
学
生
が
共
同
で
研
究
す
る
と
い
う
方
式
で
、
発
表
や
討
論
を
通
じ
て
研
究
を
深
め
、
課
題

に
即
し
た
研
究
能
力
を
獲
得
し
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
。
学
生
は
、
こ
の
方
式
に
よ
り
複
数
の
教
員
か
ら
指
導
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
る
。
課
題
研
究
科
目
は
２
年
間
を
通
じ
て
履
修
す
る
必
修
科
目
で
、
学
生
は
所
属
す
る
課
題
研
究
科
目
の
１
科
目
を
履
修
し
、
２

年
間
を
通
じ
て
１
２
単
位
を
修
得
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。「
課
題
研
究
科
目
」
の
１
年
次
に
お
い
て
、
学
生
は
課
題
研
究
科
目
の
問

題
設
定
を
認
識
し
、
課
題
研
究
の
中
で
の
自
分
の
研
究
テ
ー
マ
を
練
り
上
げ
、
課
題
研
究
に
関
す
る
基
礎
的
研
究
を
推
進
す
る
。
２

年
次
に
お
い
て
、
学
生
は
自
分
の
研
究
テ
ー
マ
を
確
立
し
、
修
士
論
文
作
成
に
関
す
る
適
切
な
指
導
を
複
数
の
教
員
か
ら
受
け
る
。

 
「
専
門
領
域
科
目
」
は
、
課
題
研
究
科
目
の
推
進
を
基
礎
的
側
面
、
隣
接
的
関
連
的
側
面
の
両
面
か
ら
支
援
、
展
開
さ
せ
る
た
め

の
授
業
科
目
で
あ
る
。
専
門
領
域
科
目
に
は
、
文
科
系
、
社
会
系
、
人
間
系
の
三
つ
の
分
野
の
授
業
科
目
が
設
置
さ
れ
て
い
る
。
学

生
は
、
専
門
領
域
科
目
を
２
年
間
に
お
い
て
１
８
単
位
以
上
修
得
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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研
究
科
専
攻

デ
ィ
プ
ロ
マ
・
ポ
リ
シ
ー

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・
ポ
リ
シ
ー

芸 術 工 学 研 究 科

芸 術 工 学 専 攻

１
．「
技
術
」「
感
性
」「
人
間
理
解
」
を
軸
に
幅
広
い
視
野
と
教
養
、
創
造
性
豊
か
で
高
度
な
知
識
と
技
術
を
身
に
つ
け
、
デ
ザ
イ
ン

の
理
論
と
実
践
を
通
じ
持
続
可
能
な
地
域
社
会
の
構
築
に
貢
献
で
き
る
専
門
的
職
業
人
を
輩
出
す
る
。

２
．
芸
術
工
学
研
究
科
に
２
年
以
上
在
学
し
、
芸
術
工
学
研
究
科
が
設
定
す
る
教
育
理
念
・
教
育
目
標
に
沿
っ
て
設
定
し
た
授
業
科

目
を
履
修
し
て
、
必
修
科
目
の
全
て
と
そ
れ
を
含
む

30
単
位
以
上
の
修
得
が
学
位
授
与
の
要
件
で
あ
る
。

３
．
特
別
研
究
を
履
修
し
、
学
術
団
体
で
の
１
回
以
上
の
口
頭
発
表
、
も
し
く
は
、
制
作
作
品
の
外
部
公
開
を
１
回
以
上
行
な
う
こ

と
が
学
位
授
与
の
要
件
で
あ
る
。

４
．
最
終
試
験
は
、
公
開
で
行
い
、
芸
術
工
学
分
野
に
お
け
る
専
門
的
職
業
人
と
し
て
相
応
し
い
知
識
・
技
量
・
実
践
力
を
修
得
し

て
い
る
こ
と
が
合
格
の
基
準
と
な
り
、
３
名
の
審
査
委
員
に
よ
る
論
文
お
よ
び
最
終
試
験
の
審
査
、
及
び
、
教
授
会
で
の
審
議

に
よ
り
合
否
を
決
定
す
る
。

１
．
科
学
技
術
の
知
識
と
専
門
的
な
実
務
経
験
を
持
つ
設
計
家
と
技
術
者
及
び
研
究
者
を
養
成
す
る
た
め
に
、
専
門
科
目
、
共
通
科

目
、
特
別
研
究
で
構
成
す
る
。

２
．
一
般
大
学
院
生
に
は
、
理
論
と
実
務
を
関
連
付
け
る
た
め
に
実
務
を
経
験
す
る
学
外
実
務
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
、
社
会
人
学
生
に

は
、
実
務
経
験
を
踏
ま
え
た
事
例
研
究
や
課
題
研
究
を
目
的
と
す
る
学
内
実
務
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
共
通
科
目
と
し
て
実
施
す
る
。

３
．
社
会
人
学
生
の
た
め
に
、
授
業
の
昼
夜
開
講
制
と
長
期
履
修
制
を
実
施
す
る
。

４
．
情
報
環
境
デ
ザ
イ
ン
領
域
は
、
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ー
ス
デ
ザ
イ
ン
、
映
像
・
音
響
デ
ザ
イ
ン
、
テ
キ
ス
タ
イ
ル
デ
ザ
イ
ン
、
画
像

工
学
、
情
報
通
信
工
学
、
メ
デ
ィ
ア
工
学
、
造
形
な
ど
の
専
門
科
目
で
構
成
す
る
。

看 護 学 研 究 科

看 護 学 専 攻

大
学
院
学
則
に
基
づ
く
授
業
科
目
及
び
単
位
数
の
修
得
な
ど
規
定
に
あ
る
要
件
を
満
た
し
、
以
下
の
能
力
を
身
に
付
け
た
学
生
に
対

し
て
、「
修
士
」

(看
護
学

)の
学
位
を
授
与
す
る
。

１
．
人
間
の
尊
厳
を
理
解
し
、
広
い
視
野
に
立
ち
、
精
深
な
学
識
を
有
し
て
い
る
。

２
．
高
度
な
職
業
倫
理
を
有
し
、
看
護
学
・
助
産
学
の
発
展
と
探
究
に
寄
与
し
、
保
健
・
医
療
・
福
祉
に
貢
献
で
き
る
能
力
を
有
し

て
い
る
。

３
．
修
士
論
文
コ
ー
ス
（
看
護
学
領
域
お
よ
び
助
産
学
領
域
）
を
修
了
す
る
学
生
は
、
専
攻
す
る
教
育
研
究
分
野
に
お
け
る
問
題
や

課
題
に
積
極
的
に
取
り
組
む
研
究
・
実
践
能
力
を
有
し
て
い
る
。

４
．
専
門
看
護
師
教
育
コ
ー
ス
を
修
了
す
る
学
生
は
、
特
定
分
野
に
お
け
る
実
践
、
相
談
、
調
整
、
倫
理
調
整
、
教
育
、
研
究
に
卓

越
し
た
能
力
を
有
し
て
い
る
。

５
．
上
級
実
践
コ
ー
ス
助
産
学
分
野
を
修
了
す
る
学
生
は
、
助
産
師
と
し
て
高
度
な
実
践
能
力
を
有
し
て
い
る
。

６
．
加
え
て
、
修
士
論
文
あ
る
い
は
課
題
研
究
の
成
果
物
の
審
査
と
最
終
試
験
で
は
、
研
究
目
的
（
問
題
設
定
）、
研
究
方
法
、
実
施
、

分
析
、
考
察
の
適
切
性
、
学
術
的
発
展
性
、
倫
理
的
配
慮
な
ど
の
点
で
、
修
士
の
学
位
に
相
応
す
る
内
容
で
あ
る
と
認
め
ら
れ

る
必
要
が
あ
る
。

看
護
学
研
究
科
博
士
前
期
課
程
で
は
、

１
．
看
護
学
領
域
、
助
産
学
領
域
の
実
践
現
場
に
お
け
る
問
題
や
課
題
に
積
極
的
に
取
り
組
む
研
究
・
実
践
能
力
を
養
う
教
育
を
提

供
す
る
。

２
．
視
野
を
広
げ
、
精
深
な
学
識
を
付
与
す
る
た
め
に
、
工
夫
を
凝
ら
し
た
専
攻
支
持
科
目
群
を
配
置
す
る
。
こ
こ
に
は
、
看
護
学

一
般
の
知
識
の
深
化
を
促
す
科
目
、
隣
接
諸
科
学
の
理
論
や
技
術
に
関
わ
る
科
目
、
そ
し
て
高
い
職
業
倫
理
観
に
関
わ
る
科
目

が
含
ま
れ
る
。

３
．
専
門
的
な
研
究
能
力
の
修
得
に
必
要
な
教
育
研
究
分
野
科
目
群
を
配
置
す
る
。
こ
こ
に
は
、
専
攻
す
る
教
育
研
究
分
野
の
特
論
、

演
習
、
特
別
研
究
（
修
士
論
文
コ
ー
ス
）

/課
題
研
究
（
専
門
看
護
師
教
育
コ
ー
ス
、
上
級
実
践
コ
ー
ス
助
産
学
分
野
）
が
含
ま

れ
る
。
ま
た
、
幅
広
い
専
門
的
知
識
と
柔
軟
な
思
考
能
力
を
修
得
す
る
た
め
主
専
攻
分
野
以
外
の
分
野
の
特
論
の
選
択
履
修
を

可
能
と
す
る
。

修
士
論
文
コ
ー
ス
（
看
護
学
領
域
、
助
産
学
領
域
）
で
は
、

教
育
研
究
分
野
に
お
い
て
、
優
れ
た
看
護
学
・
助
産
学
の
専
門
職
者
、
教
育
者
、
研
究
者
を
養
成
す
る
た
め
、
多
様
な
人
々
の
健

康
と
福
祉
の
実
態
を
踏
ま
え
、
看
護
学
・
助
産
学
の
理
論
と
実
践
を
追
求
し
、
社
会
の
ニ
ー
ズ
に
積
極
的
に
応
え
ら
れ
る
能
力
の

修
得
を
図
る
。

専
門
看
護
師
教
育
コ
ー
ス
で
は
、

複
雑
で
解
決
困
難
な
看
護
問
題
を
も
つ
個
人
・
家
族
・
集
団
に
対
し
て
水
準
の
高
い
看
護
ケ
ア
を
提
供
し
、
高
度
な
医
療
の
進
展

に
対
応
で
き
る
専
門
看
護
師
を
養
成
す
る
た
め
、
特
定
の
専
門
看
護
分
野
の
知
識
・
技
術
を
深
め
る
科
目
群
を
配
置
す
る
。

上
級
実
践
コ
ー
ス
助
産
学
領
域
助
産
学
分
野
で
は
、

１
．
高
度
な
専
門
性
が
求
め
ら
れ
る
助
産
学
領
域
に
お
い
て
、
そ
の
役
割
を
担
う
卓
越
し
た
能
力
を
修
得
さ
せ
る
た
め
に
、
助
産
の

応
用
発
展
と
な
る
科
目
群
（
助
産
の
理
論
と
実
践
の
探
求
、
卓
越
し
た
助
産
技
術
、
国
際
的
な
活
動
演
習
な
ど
）
を
配
置
す
る
。

具
体
的
に
は
、
女
性
と
そ
の
家
族
、
母
子
の
健
康
維
持
や
健
康
を
阻
害
す
る
問
題
な
ど
、
助
産
領
域
の
社
会
的
ニ
ー
ズ
に
応
え

ら
れ
る
研
究
能
力
と
高
度
な
実
践
力
の
育
成
を
図
る
教
育
を
提
供
す
る
。

２
．
看
護
学
の
教
育
課
程
を
終
了
し
た
者
に
助
産
師
の
資
格
取
得
に
要
す
る
助
産
の
基
礎
と
な
る
科
目
群
を
配
置
す
る
。
具
体
的
に

は
、
基
礎
助
産
学
、
周
産
期
ケ
ア
、
女
性
健
康
支
援
に
つ
い
て
、
学
習
を
深
め
る
教
育
を
提
供
す
る
。
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5

●
博
士
前
期
課
程
・
修
士
課
程
の
専
攻
別
ポ
リ
シ
ー
（
案
）

研
究
科
専
攻

デ
ィ
プ
ロ
マ
・
ポ
リ
シ
ー

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・
ポ
リ
シ
ー

シ ス テ ム 自 然 科 学 研 究 科

自 然 科 学 専 攻

１
．
物
質
科
学
、
生
命
科
学
、
情
報
科
学
な
ど
の
研
究
分
野
に
お
い
て
幅
広
い
知
識
を
備
え
、
専
門
分
野
に
お
け
る
研
究
能
力
と
高

度
な
専
門
性
を
必
要
と
す
る
職
業
を
担
う
た
め
の
能
力
を
身
に
つ
け
て
い
る
か
が
課
程
修
了
の
要
件
と
な
る
。

２
．
博
士
前
期
課
程
に
あ
っ
て
は
、
当
研
究
科
の
定
め
る
期
間
在
学
し
、
研
究
科
が
教
育
と
研
究
の
理
念
や
目
的
に
沿
っ
て
設
定
し

た
授
業
科
目
を
履
修
し
て
基
礎
学
力
を
身
に
つ
け
、
基
準
と
な
る
単
位
数
以
上
を
修
得
し
、
研
究
科
が
行
う
修
士
論
文
の
審
査
に
合

格
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

３
．
修
士
論
文
の
審
査
に
お
い
て
は
、
修
士
論
文
お
よ
び
修
士
論
文
発
表
会
に
お
け
る
発
表
と
質
疑
応
答
に
よ
っ
て
判
断
し
、
合
否

の
判
定
を
行
う
。
合
否
判
定
に
お
い
て
は
、
以
下
の
観
点
か
ら
審
査
を
行
う
。

（
ア
）
修
士
研
究
の
目
的
、
意
義
に
つ
い
て
明
瞭
に
示
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

（
イ
）
研
究
の
方
法
、
手
段
、
実
験
法
な
ど
が
明
瞭
に
示
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

（
ウ
）
研
究
結
果
を
正
し
く
理
解
し
て
い
る
こ
と
。

（
エ
）
研
究
結
果
に
関
し
て
明
瞭
な
考
察
が
で
き
て
い
る
こ
と
。

（
オ
）
研
究
の
達
成
度
と
今
後
の
発
展
性
が
適
切
に
示
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

４
．
研
究
が
高
い
倫
理
性
と
責
任
感
を
も
っ
て
実
施
さ
れ
て
い
る
か
も
、
大
学
院
課
程
修
了
の
際
に
考
慮
さ
れ
る
。

５
．「
修
士
の
学
位
に
関
す
る
内
規
」
は
履
修
要
綱
に
明
記
し
て
い
る
。

シ
ス
テ
ム
自
然
科
学
研
究
科
自
然
科
学
専
攻
博
士
前
期
課
程
で
は
、
自
然
の
摂
理
の
解
明
と
、
複
雑
な
現
代
社
会
が
抱
え
る
様
々

な
問
題
の
解
決
に
、
分
野
横
断
的
な
科
学
技
術
を
駆
使
し
て
取
り
組
む
人
材
を
養
成
す
る
た
め
に
、
次
の
よ
う
な
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

を
編
成
し
て
い
る
。

○
共
通
科
目

自
然
科
学
専
攻
に
入
学
し
た
学
生
が
ま
ず
身
に
つ
け
て
欲
し
い
共
通
性
の
高
い
基
礎
知
識
を
提
供
す
る
。必
修
科
目
及
び
選
択
科

目
か
ら
な
る
。

必
修
科
目
は
、
両
系
の
学
生
が
共
通
に
習
得
す
べ
き
科
目
、
２
系
の
そ
れ
ぞ
れ
に
お
い
て
導
入
的
な
効
果
を
も
た
ら
す
科
目
か
ら

な
る
。
後
者
は
、
本
専
攻
の
研
究
分
野
を
オ
ム
ニ
バ
ス
形
式
で
概
観
で
き
る
科
目
を
含
む
。
そ
の
履
修
に
よ
っ
て
本
専
攻
が
提
供

す
る
教
育
研
究
内
容
の
全
体
像
を
知
り
、
以
後
の
学
習
計
画
を
各
人
が
立
て
や
す
く
す
る
効
果
を
狙
う
。

選
択
科
目
は
、
２
系
の
そ
れ
ぞ
れ
に
お
い
て
共
通
性
の
高
い
専
門
基
礎
科
目
で
あ
る
。
自
ら
所
属
す
る
系
の
科
目
に
あ
っ
て
は
、

今
後
の
学
習
の
基
礎
と
な
る
大
切
な
専
門
基
礎
科
目
で
あ
り
、
自
分
が
所
属
し
な
い
系
の
科
目
に
あ
っ
て
は
、
本
専
攻
が
目
指
す

分
野
横
断
的
な
人
材
養
成
を
達
成
す
る
た
め
の
貴
重
な
学
習
機
会
と
な
る
。

○
専
門
科
目

専
門
科
目
は
、シ
ス
テ
ム
自
然
科
学
研
究
科
に
お
け
る
各
専
門
分
野
の
学
問
体
系
を
博
士
前
期
課
程
大
学
院
生
の
学
力
レ
ベ
ル
に

お
い
て
教
授
す
る
選
択
科
目
で
あ
る
。
研
究
の
実
践
力
を
養
う
た
め
に
、
実
験
・
野
外
調
査
・
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ

等
の
技
術
の
訓
練
を
行
う
実
習
科
目
も
こ
れ
に
含
ま
れ
る
。

○
演
習
科
目

各
研
究
分
野
ご
と
の
話
題
に
お
い
て
、
調
査
発
表
・
討
論
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
ゼ
ミ
形
式
で
行
う
必
修
科
目
で
あ
る
。

○
特
別
研
究

特
別
研
究
は
、
指
導
教
員
に
よ
る
２
年
間
（
社
会
人
学
生
に
あ
っ
て
は
２
～
３
年
間
）
の
研
究
指
導
に
基
づ
き
、
そ
の
研
究
成
果

を
論
文
に
ま
と
め
る
と
と
も
に
口
頭
発
表
す
る
必
修
科
目
で
あ
る
。
研
究
指
導
は
、
年
度
始
め
に
作
成
さ
れ
た
研
究
指
導
計
画
書

の
内
容
に
基
づ
い
て
行
わ
れ
、
そ
の
成
果
は
年
度
末
の
研
究
指
導
報
告
書
に
記
さ
れ
る
。

（
生
命
情
報
系
）

生
命
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
や
歴
史
、
生
物
と
環
境
と
の
関
わ
り
な
ど
を
、
最
先
端
の
バ
イ
オ
サ
イ
エ
ン
ス
や
イ
ン
フ
ォ
マ
テ
ィ
ク
ス
を

駆
使
し
て
探
求
す
る
た
め
に
必
要
な
基
礎
科
目
、
専
門
科
目
を
学
ぶ
。

（
自
然
情
報
系
）

自
然
界
に
お
け
る
未
知
の
現
象
の
発
見
や
、
私
た
ち
が
実
社
会
に
お
い
て
克
服
す
べ
き
問
題
点
の
解
決
な
ど
に
、
数
学
・
物
理
学
・

化
学
さ
ら
に
情
報
学
な
ど
を
駆
使
し
て
取
り
組
む
た
め
に
必
要
な
基
礎
科
目
、
専
門
科
目
を
学
ぶ
。
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6

●
博
士
後
期
課
程
・
博
士
課
程
の
専
攻
別
ポ
リ
シ
ー
（
案
）

研
究
科
専
攻

デ
ィ
プ
ロ
マ
・
ポ
リ
シ
ー

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・
ポ
リ
シ
ー

大 学 院 共 通

 
大
学
院
課
程
共
通
に
、
研
究
が
高
い
倫
理
性
と
強
固
な
責
任
感
を
も
っ
て
実
施
さ
れ
、
人
や
自
然
と
の
共
生
に
か
な
っ
た
も
の
と

な
っ
て
い
る
か
ど
う
か
が
、
修
了
の
際
に
考
慮
さ
れ
る
べ
き
重
要
な
点
と
な
る
。

 
博
士
前
期
課
程
な
い
し
修
士
課
程
に
あ
っ
て
は
、
各
研
究
科
所
定
の
期
間
在
学
し
、
各
研
究
科
が
教
育
の
理
念
と
目
的
に
沿
っ
て

設
定
し
た
授
業
科
目
を
履
修
し
て
、
各
研
究
科
の
履
修
規
程
に
よ
り
定
め
ら
れ
た
科
目
及
び
単
位
数
を
修
得
す
る
こ
と
が
、
学
位
授

与
の
要
件
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
必
要
な
研
究
指
導
を
受
け
た
上
で
、
修
士
学
位
論
文
又
は
特
定
の
課
題
に
つ
い
て
の
研
究
成
果
の
審

査
及
び
最
終
試
験
に
合
格
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

 
博
士
前
期
課
程
な
い
し
修
士
課
程
に
あ
っ
て
は
、
幅
広
い
視
野
に
立
っ
た
学
識
を
備
え
、
専
門
分
野
に
お
け
る
研
究
能
力
又
は
高

度
な
専
門
性
を
必
要
と
す
る
職
業
を
担
う
た
め
に
必
要
な
能
力
を
身
に
つ
け
て
い
る
か
ど
う
か
が
、
課
程
修
了
の
基
準
と
な
る
。

 
博
士
後
期
課
程
な
い
し
博
士
課
程
に
あ
っ
て
は
、
各
研
究
科
所
定
の
期
間
在
学
し
、
各
研
究
科
の
履
修
規
程
に
よ
り
定
め
ら
れ
た

科
目
及
び
単
位
数
を
修
得
す
る
こ
と
、
及
び
、
各
研
究
科
の
教
育
と
研
究
の
理
念
と
目
的
に
沿
っ
て
実
施
さ
れ
る
研
究
指
導
を
受
け
、

所
定
の
期
間
内
に
博
士
学
位
論
文
の
審
査
及
び
最
終
試
験
に
合
格
す
る
こ
と
が
、
学
位
授
与
の
要
件
で
あ
る
。

 
博
士
後
期
課
程
な
い
し
博
士
課
程
に
あ
っ
て
は
、
研
究
者
と
し
て
自
立
し
て
研
究
活
動
を
行
い
、
高
度
な
専
門
的
業
務
に
従
事
す

る
た
め
に
必
要
な
能
力
と
学
識
を
身
に
つ
け
て
い
る
か
ど
う
か
が
、
課
程
修
了
の
基
準
と
な
る
。

医 学 研 究 科

博 士 課 程

 
医
学
研
究
科
博
士
課
程
で
は
、
学
生
が
医
学
・
医
療
に
お
け
る
未
解
決
の
諸
問
題
に
対
し
て
独
自
の
実
験
・
解
析
法
を
立
案
し
、

得
ら
れ
た
結
果
の
適
切
な
評
価
と
議
論
に
よ
り
問
題
解
決
に
迫
る
一
連
の
能
力
を
習
得
す
る
こ
と
を
目
標
と
す
る
。
具
体
的
に
は
、

本
課
程
に

4
年
以
上
在
学
し
、
共
通
科
目

6
単
位
、
専
門
科
目
主
科
目

15
単
位
、
副
科
目

5
単
位
、
特
別
研
究

4
単
位
を
取
得
し
、

さ
ら
に
査
読
の
あ
る
国
際
欧
文
学
術
誌
に
筆
頭
著
者
と
し
て
研
究
成
果
を
公
表
し
、
学
位
審
査
に
合
格
す
る
こ
と
が
、
学
位
授
与
の

必
要
要
件
で
あ
る
。
た
だ
し
、
研
究
成
果
が
優
れ
て
お
り
、
評
価
の
高
い
国
際
欧
文
学
術
誌
に
発
表
さ
れ
た
場
合
に
は
、

3
年
で
学
位

授
与
さ
れ
る
場
合
が
あ
る
。

 
医
学
研
究
科
博
士
課
程
で
は
、
医
学
・
医
療
に
お
け
る
未
解
決
の
諸
問
題
を
独
自
の
実
験
や
デ
ー
タ
集
積
と
解
析
に
よ
り
解
決
す

る
能
力
の
習
得
を
目
指
し
、
そ
の
後
に
医
学
・
医
療
分
野
に
お
い
て
世
界
に
伍
す
る
超
一
流
の
研
究
者
と
な
る
礎
を
身
に
つ
け
る
。

そ
の
た
め
に
、
講
義
学
習
に
よ
り
医
学
・
医
療
全
般
の
よ
り
深
い
知
識
と
専
門
領
域
の
最
先
端
知
識
を
獲
得
し
、
さ
ら
に
研
究
活
動

を
通
じ
て
専
門
領
域
の
高
度
先
進
技
術
を
習
得
し
、
研
究
探
究
心
を
育
む
。
具
体
的
に
は
、
で
き
る
だ
け
早
期
に
共
通
科
目
、
専
門

科
目
主
科
目
及
び
副
科
目
を
受
講
し
、
特
別
研
究
を
遂
行
す
る
上
で
必
要
と
な
る
基
礎
的
知
識
・
技
術
の
習
得
を
目
指
す
。
特
別
研

究
は
実
践
的
研
究
活
動
を
行
う
も
の
で
、
指
導
教
員
の
専
門
分
野
に
所
属
し
て
実
施
し
、
研
究
開
始
時
に
指
導
教
員
と
学
生
と
の
間

で
協
議
し
て
作
成
し
た
研
究
指
導
計
画
に
基
づ
き
、
国
際
欧
文
学
術
誌
作
成
に
必
要
と
な
る
倫
理
性
、
独
自
性
、
創
造
性
等
に
関
わ

る
研
究
能
力
を
獲
得
す
る
。
博
士
課
程
３

-４
年
次
に
お
い
て
は
、
課
程
修
了
要
件
と
な
る
国
際
欧
文
学
術
誌
に
公
表
す
る
論
文
を
作

成
す
る
た
め
の
研
究
成
果
に
対
す
る
評
価
能
力
、
成
果
に
対
す
る
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
能
力
、
欧
文
論
文
作
成
能
力
を
養
う
。

薬 学 研 究 科

創 薬 生 命 科 学 専 攻

１
．
博
士
後
期
課
程
学
生
は
同
課
程
に
３
年
（
優
れ
た
研
究
業
績
を
挙
げ
た
も
の
に
あ
っ
て
は
２
年
）
以
上
在
学
し
て
、
必
要
単
位

（
１
６
単
位
）
を
修
得
し
、
か
つ
必
要
な
研
究
指
導
を
受
け
た
上
で
、
学
位
論
文
を
提
出
し
、
そ
の
論
文
の
審
査
及
び
最
終
試

験
に
合
格
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
．
薬
学
研
究
科
論
文
審
査
会
に
お
い
て
選
出
さ
れ
た
原
則
と
し
て
４
名
の
審
査
委
員
は
、
審
査
委
員
会
を
構
成
し
て
審
査
に
あ
た

り
、
そ
の
結
果
に
つ
い
て
研
究
科
論
文
審
査
会
へ
合
否
の
報
告
を
し
、
最
終
審
査
の
原
案
と
し
て
提
案
す
る
。

３
．
審
査
委
員
に
よ
る
審
査
に
お
い
て
は
、
当
該
論
文
が
、
研
究
の
目
的
・
方
法
・
位
置
づ
け
等
が
明
確
で
あ
る
こ
と
、
審
査
を
有

す
る
国
際
学
術
誌
等
に
原
著
と
し
て
掲
載
さ
れ
独
創
性
が
十
分
認
め
ら
れ
る
こ
と
、
当
該
分
野
に
お
け
る
学
術
的
意
義
が
十
分

に
認
め
ら
れ
る
こ
と
、
等
の
基
準
を
満
た
し
、「
研
究
者
と
し
て
自
立
し
て
研
究
活
動
を
行
う
に
必
要
な
高
度
の
研
究
能
力
」（
名

古
屋
市
立
大
学
大
学
院
学
則
第

3
条
）
を
十
分
に
有
し
て
い
る
と
判
断
さ
れ
た
場
合
に
合
格
と
す
る
も
の
と
す
る
。

４
．
博
士
論
文
研
究
が
高
い
倫
理
性
、
強
い
責
任
感
と
社
会
性
を
も
っ
て
実
施
さ
れ
、
そ
の
成
果
が
人
類
の
健
康
へ
の
貢
献
を
目
指

し
た
も
の
と
な
っ
て
い
る
か
ど
う
か
も
、
博
士
後
期
課
程
修
了
の
際
に
考
慮
さ
れ
る
べ
き
重
要
な
点
で
あ
る
。

以
上
の
デ
ィ
プ
ロ
マ
・
ポ
リ
シ
ー
は
す
べ
て
、
薬
学
部
出
身
者
以
外
の
卒
業
生
に
つ
い
て
も
該
当
す
る
。

創
薬
生
命
科
学
専
攻
で
は
、
最
先
端
の
研
究
成
果
を
挙
げ
て
学
術
論
文
と
し
て
発
表
す
る
過
程
を
通
じ
て
、
問
題
解
決
能
力
に
加
え

て
課
題
設
定
能
力
を
涵
養
す
る
た
め
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
組
ん
で
い
る
。
特
別
演
習
（
８
単
位
）
は
創
薬
生
命
科
学
及
び
関
連
領
域

に
お
け
る
研
究
の
遂
行
に
必
要
な
技
術
や
知
識
を
多
方
面
か
ら
演
習
形
式
に
よ
り
修
得
す
る
と
と
も
に
、
セ
ミ
ナ
ー
や
学
会
形
式
を

と
り
複
数
の
指
導
者
が
参
加
す
る
こ
と
に
よ
り
情
報
の
共
有
化
と
討
論
に
よ
る
研
究
の
活
性
化
、
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
能
力
、
討

論
能
力
、
英
語
聞
き
取
り
・
発
表
能
力
の
涵
養
に
務
め
る
。
特
別
研
究
（

12
単
位
）
で
は
、
創
薬
生
命
科
学
及
び
そ
の
他
の
薬
学
領

域
の
学
問
を
基
盤
と
し
た
創
薬
研
究
及
び
博
士
論
文
作
成
の
指
導
を
行
う
。
こ
の
過
程
で
様
々
な
研
究
手
法
・
解
析
手
法
や
科
学
的

思
考
法
を
学
習
し
、
単
に
問
題
を
解
決
す
る
だ
け
で
な
く
、
独
自
に
問
題
を
発
見
し
、
解
決
に
導
く
こ
と
の
で
き
る
高
い
研
究
能
力

の
涵
養
を
図
る
。
特
別
研
究
８
単
位
、
特
別
演
習
８
単
位
、
合
計
１
６
単
位
を
取
得
す
る
こ
と
が
修
了
要
件
の
一
部
で
あ
る
。

31



7

●
博
士
後
期
課
程
・
博
士
課
程
の
専
攻
別
ポ
リ
シ
ー
（
案
）

研
究
科
専
攻

デ
ィ
プ
ロ
マ
・
ポ
リ
シ
ー

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・
ポ
リ
シ
ー

薬 学 研 究 科

医 療 機 能 薬 学 専 攻

１
．
博
士
課
程
学
生
は
同
課
程
に

4
年
（
優
れ
た
研
究
業
績
を
挙
げ
た
も
の
に
あ
っ
て
は

3
年
）
以
上
在
学
し
て
、
必
要
単
位
（

30
単
位
）
を
修
得
し
、
か
つ
必
要
な
研
究
指
導
を
受
け
た
上
で
、
学
位
論
文
を
提
出
し
、
そ
の
論
文
の
審
査
及
び
最
終
試
験
に
合

格
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
．
薬
学
研
究
科
論
文
審
査
会
に
お
い
て
選
出
さ
れ
た
原
則
と
し
て
４
名
の
審
査
委
員
は
、
審
査
委
員
会
を
構
成
し
て
審
査
に
あ
た

り
、
そ
の
結
果
に
つ
い
て
研
究
科
論
文
審
査
会
へ
合
否
の
報
告
を
し
、
最
終
審
査
の
原
案
と
し
て
提
案
す
る
。

３
．
審
査
委
員
に
よ
る
審
査
に
お
い
て
は
、
当
該
論
文
が
、
研
究
の
目
的
・
方
法
・
位
置
づ
け
等
が
明
確
で
あ
る
こ
と
、
審
査
を
有

す
る
国
際
学
術
誌
等
に
原
著
と
し
て
掲
載
さ
れ
独
創
性
が
十
分
認
め
ら
れ
る
こ
と
、
当
該
分
野
に
お
け
る
学
術
的
意
義
が
十
分

に
認
め
ら
れ
る
こ
と
、
等
の
基
準
を
満
た
し
、「
研
究
者
と
し
て
自
立
し
て
研
究
活
動
を
行
う
に
必
要
な
高
度
の
研
究
能
力
」（
名

古
屋
市
立
大
学
大
学
院
学
則
第

3
条
）
を
十
分
に
有
し
て
い
る
と
判
断
さ
れ
た
場
合
に
合
格
と
す
る
も
の
と
す
る
。

４
．
博
士
論
文
研
究
が
高
い
倫
理
性
、
強
い
責
任
感
と
社
会
性
を
も
っ
て
実
施
さ
れ
、
そ
の
成
果
が
人
類
の
健
康
へ
の
貢
献
を
目
指

し
た
も
の
と
な
っ
て
い
る
か
ど
う
か
も
、
博
士
課
程
修
了
の
際
に
考
慮
さ
れ
る
べ
き
重
要
な
点
で
あ
る
。

以
上
の
デ
ィ
プ
ロ
マ
・
ポ
リ
シ
ー
は
薬
剤
師
関
連
の
部
分
以
外
は
全
て
、
薬
学
部
出
身
者
以
外
の
卒
業
生
に
つ
い
て
も
該
当
す
る
。

＜
養
成
す
る
人
材
像
＞

・
拠
点
病
院
に
お
い
て
専
門
薬
剤
師
等
と
し
て
指
導
的
な
立
場
で
医
療
に
貢
献
で
き
る
薬
剤
師

・
医
療
拠
点
に
お
い
て
地
域
の
指
導
的
薬
剤
師
と
し
て
、
社
会
に
貢
献
で
き
る
薬
剤
師

・
大
学
に
お
い
て
臨
床
薬
学
教
育
・
研
究
に
指
導
的
役
割
を
担
う
教
員

・
健
康
・
医
療
・
福
祉
行
政
に
関
わ
る
技
術
系
公
務
員

・
医
薬
品
の
安
全
性
に
関
わ
る
業
務
の
国
公
立
研
究
所
職
員

・
治
験
業
務
に
関
わ
る
指
導
的
な
薬
剤
師
・
担
当
者

医
療
機
能
薬
学
専
攻
で
は
、
医
療
薬
学
系
の
基
礎
知
識
を
充
実
さ
せ
た
上
で
、
臨
床
で
の
問
題
を
独
自
に
発
見
し
、
解
決
す
る
高
い

研
究
能
力
、
あ
る
い
は
基
礎
と
臨
床
の
か
け
橋
と
な
る
薬
学
領
域
の
研
究
を
独
自
に
推
進
で
き
る
能
力
を
涵
養
す
る
た
め
の
カ
リ
キ

ュ
ラ
ム
を
組
ん
で
い
る
。
こ
の
た
め
、
座
学
の
必
修
４
科
目
は
医
療
関
連
科
目
と
し
て
特
に
重
要
で
臨
床
に
直
結
す
る
内
容
で
あ
り
、

選
択
４
科
目
（
７
科
目
か
ら
）
は
臨
床
を
理
解
す
る
上
で
不
可
欠
な
基
礎
科
目
の
応
用
編
を
揃
え
て
い
る
。
特
別
演
習
（

10
単
位
）

は
医
療
機
能
薬
学
及
び
関
連
領
域
に
お
け
る
研
究
の
推
敲
に
必
要
な
技
術
や
知
識
の
習
得
を
多
方
面
か
ら
演
習
形
式
に
よ
り
習
得
す

る
と
と
も
に
、
セ
ミ
ナ
ー
や
学
会
形
式
を
と
り
複
数
の
指
導
者
が
参
加
す
る
こ
と
に
よ
り
情
報
の
共
有
化
と
討
論
に
よ
る
研
究
活
性

化
を
図
る
。
さ
ら
に
高
い
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
能
力
、
討
論
能
力
、
英
語
聞
き
取
り
・
発
表
能
力
の
肝
要
に
務
め
る
。
特
別
研
究

（
12
単
位
）
で
は
、
医
療
機
能
薬
学
及
び
そ
の
他
の
薬
学
領
域
の
学
問
を
基
盤
と
し
た
臨
床
薬
学
研
究
、
あ
る
い
は
基
礎
と
臨
床
の

架
け
橋
と
な
る
研
究
及
び
博
士
論
文
作
成
の
指
導
を
行
う
。
こ
の
過
程
で
様
々
な
研
究
手
法
・
解
析
手
法
や
科
学
的
思
考
法
を
学
習

し
、
臨
床
で
の
問
題
を
解
決
す
る
だ
け
で
な
く
、
独
自
に
問
題
を
発
見
し
、
解
決
に
導
く
こ
と
の
で
き
る
高
い
研
究
能
力
の
肝
要
を

図
る
。
必
修
科
目
、
選
択
科
目
そ
れ
ぞ
れ

4
単
位
以
上
、
特
別
研
究

12
単
位
、
特
別
演
習

10
単
位
、
合
計

30
単
位
以
上
を
取
得
す

る
こ
と
が
修
了
要
件
の
一
部
で
あ
る
。

６
年
制
薬
学
科
を
修
了
し
た
学
生
は
も
と
よ
り
、
薬
剤
師
や
そ
の
他
の
医
療
従
事
者
と
し
て
働
く
社
会
人
を
含
め
た
広
範
な
経
歴
の

学
生
が
対
象
と
な
る
こ
と
か
ら
、
座
学
の
単
位
取
得
に
関
し
て
、
適
宜
、
夜
間
・
土
日
あ
る
い
は
集
中
講
義
の
形
式
等
の
工
夫
を
行

う
と
と
も
に
、

1-
4
年
の
複
数
学
年
で
履
修
可
能
な
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
と
な
っ
て
い
る
。

他
学
部
卒
業
生
の
薬
学
領
域
で
の
基
礎
的
な
知
識
の
補
充
の
た
め
に
は
、
他
専
攻
博
士
前
期
課
程
の
創
薬
生
命
科
学
基
礎

I-I
V
を
受

講
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
、
実
際
、
受
講
す
る
こ
と
が
可
能
な
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
編
成
と
な
っ
て
い
る
（
自
由
科
目
で
単
位
認
定
は
な

し
）。

経 済 学 研 究 科

経 済 学 専 攻

（
研
究
科
共
通
）

 
博
士
後
期
課
程
で
は
、
研
究
者
と
し
て
自
立
し
て
研
究
活
動
を
行
い
、
ま
た
、
高
度
な
専
門
業
務
に
従
事
す
る
た
め
に
必
要
な
能

力
と
そ
の
基
盤
と
な
る
学
識
・
知
見
を
身
に
つ
け
て
い
る
か
ど
う
か
が
、
課
程
修
了
の
基
準
と
な
る
。
具
体
的
に
は
、
国
内
外
の
経

済
学
あ
る
い
は
社
会
科
学
全
般
の
査
読
付
き
学
術
雑
誌
に
学
術
論
文
少
な
く
と
も

1
編
を
掲
載
あ
る
い
は
掲
載
の
た
め
に
受
理
さ
れ

る
こ
と
を
課
程
修
了
に
必
要
な
達
成
度
の
目
安
と
す
る
。
学
位
授
与
は
以
下
の

3
つ
の
場
合
が
可
能
で
あ
る
。

１
．
研
究
科
に
所
定
の
期
間
在
学
し
て
、
教
育
理
念
・
教
育
方
針
に
沿
っ
て
開
講
さ
れ
て
い
る
授
業
科
目
に
つ
い
て
所
定
の
単
位
を

修
得
し
、
か
つ
、
必
要
な
研
究
指
導
を
受
け
た
上
、
学
位
論
文
の
審
査
お
よ
び
最
終
試
験
に
合
格
す
る
こ
と
が
学
位
授
与
の
要

件
で
あ
る
。

２
．
本
学
大
学
院
博
士
課
程
を
経
な
い
者
で
あ
っ
て
も
本
学
大
学
院
に
学
位
論
文
を
提
出
し
て
そ
の
審
査
に
合
格
し
、
か
つ
、
本
学

大
学
院
博
士
課
程
に
所
定
の
年
限
以
上
在
学
し
て
所
定
の
単
位
を
修
得
し
か
つ
必
要
な
研
究
指
導
を
受
け
た
者
と
同
等
以
上
の

学
力
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
た
者
に
も
学
位
を
授
与
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

３
．
一
定
の
学
術
的
業
績
お
よ
び
学
力
を
有
す
る
と
判
断
さ
れ
「
早
期
履
修
プ
ラ
グ
ラ
ム
」
履
修
を
認
め
ら
れ
て
入
学
し
た
者
は
、

1
年
以
上
在
学
し
、
か
つ
、
必
要
な
研
究
指
導
を
受
け
た
上
、
学
術
論
文
の
審
査
お
よ
び
最
終
試
験
に
合
格
し
た
場
合
に
は
、
学

位
が
授
与
さ
れ
る
。

４
．
学
位
審
査
に
必
要
な
提
出
書
類
・
手
続
き
等
に
つ
い
て
は
、「
履
修
要
項
」
に
明
記
さ
れ
て
い
る
。

５
．
学
位
論
文
に
は
国
内
外
の
経
済
学
あ
る
い
は
社
会
科
学
全
般
の
レ
フ
ェ
リ
ー
制
度
の
あ
る
学
術
論
文
雑
誌
等
に
広
く
公
表
さ
れ

て
い
る
論
文
（
も
し
く
は
公
表
予
定
の
論
文
）
が
含
ま
れ
る
必
要
が
あ
る
こ
と
が
「
学
位
論
文
評
価
基
準
に
関
す
る
内
規
」
で

学
生
に
明
示
さ
れ
て
い
る
。

（
経
済
学
専
攻
）

 
名
古
屋
市
立
大
学
大
学
院
経
済
学
研
究
科
の
基
本
的
な
教
育
理
念
は
経
済
学
や
経
営
学
に
関
す
る
広
範
で
豊
か
な
知
識
や
教
養
を

備
え
た
社
会
人
な
ら
び
に
高
度
な
専
門
知
識
を
有
す
る
研
究
者
の
養
成
に
努
め
、
経
済
、
経
営
上
の
諸
問
題
に
柔
軟
か
つ
的
確
に
対

応
で
き
る
高
度
な
専
門
性
を
持
つ
人
材
を
社
会
に
送
り
出
す
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
研
究
科
の
理
念
を
実
現
す
る
た
め
に
、
経
済
学
専

攻
で
は
次
の
よ
う
な
方
針
に
し
た
が
っ
て
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
作
成
し
て
い
る
。

１
．
高
度
な
専
門
知
識
を
確
実
な
も
と
す
る
た
め
に
、
研
究
科
の
専
門
科
目
を
、
主
と
し
て
ミ
ク
ロ
経
済
学
・
マ
ク
ロ
経
済
学
の
理

論
的
発
展
を
目
指
す
「
経
済
理
論
系
」、
財
政
・
金
融
政
策
に
か
か
わ
る
実
践
的
問
題
を
主
た
る
研
究
対
象
と
す
る
「
経
済
政
策

I
系
」、
国
際
経
済
政
策
・
産
業
政
策
な
ど
の
望
ま
し
い
あ
り
方
を
主
た
る
研
究
対
象
と
す
る
「
経
済
政
策

II
系
」、
そ
し
て
、

主
と
し
て
経
済
シ
ス
テ
ム
の
多
様
性
と
そ
れ
ら
の
変
化
を
追
究
し
よ
う
と
す
る
「
制
度
・
歴
史
系
」
の
四
つ
の
系
に
大
別
し
て

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
構
築
し
て
い
る
。

２
．
授
業
科
目
は
上
記
の
各
系
の
科
目
と
し
て
開
講
さ
れ
て
い
る
が
、
全
て
の
授
業
科
目
が
選
択
可
能
と
な
っ
て
お
り
、
学
生
の
自

主
的
な
知
識
・
能
力
の
展
開
を
可
能
な
も
の
と
し
、
経
済
社
会
の
変
化
に
対
応
し
て
学
生
自
身
の
専
門
性
を
広
げ
る
こ
と
を
可

能
に
し
て
い
る
。
後
期
課
程
に
あ
っ
て
も
、
専
門
講
義
科
目

8
単
位
以
上
の
履
修
は
必
修
で
あ
り
、
関
連
分
野
の
知
見
が
コ
ー

ス
ワ
ー
ク
に
よ
っ
て
修
得
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

３
．
博
士
後
期
課
程
に
あ
っ
て
は
学
位
論
文
執
筆
が
学
修
の
主
た
る
目
的
と
な
る
た
め
、
指
導
教
員
の
担
当
授
業
科
目
に
係
る
演
習

が
重
要
と
な
る
。
少
人
数
教
育
で
あ
る
演
習
で
は
、
各
自
の
研
究
テ
ー
マ
に
従
っ
て
自
主
的
に
学
修
を
進
め
、
指
導
教
員
の
指

導
お
よ
び
学
生
間
の
議
論
に
基
づ
き
、
研
究
成
果
を
確
た
る
も
の
と
す
る
体
制
が
と
ら
れ
て
い
る
。
関
連
分
野
の
知
見
を
必
要

と
す
る
場
合
に
は
、
開
講
科
目
の
履
修
に
よ
り
、
指
導
教
員
以
外
の
教
員
と
の
議
論
を
通
じ
て
、
研
究
の
幅
を
広
く
す
る
こ
と

が
可
能
と
な
っ
て
い
る
。

４
．
指
導
教
員
に
よ
る
演
習
科
目
の
履
修
は

3
年
間
の
必
修
で
あ
り
、
学
期
を
追
っ
て
、
教
員
の
指
導
の
も
と
に
各
自
の
研
究
計
画

に
従
っ
て
研
究
を
進
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
他
方
、
研
究
の
進
展
と
そ
の
必
要
に
応
じ
て
、
科
目
履
修
を
通
し
て
関
連
分
野
の

知
見
を
獲
得
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
な
体
制
を
取
っ
て
い
る
。
研
究
の
客
観
性
を
担
保
す
る
た
め
に
複
数
指
導
教
員
制
が
と

ら
れ
て
い
る
。

32



8

●
博
士
後
期
課
程
・
博
士
課
程
の
専
攻
別
ポ
リ
シ
ー
（
案
）

研
究
科
専
攻

デ
ィ
プ
ロ
マ
・
ポ
リ
シ
ー

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・
ポ
リ
シ
ー

経 済 学 研 究 科

経 営 学 専 攻

（
経
営
学
専
攻
）

 
名
古
屋
市
立
大
学
大
学
院
経
済
学
研
究
科
の
基
本
的
な
教
育
理
念
は
経
済
学
や
経
営
学
に
関
す
る
広
範
で
豊
か
な
知
識
や
教
養
を

備
え
た
社
会
人
な
ら
び
に
高
度
な
専
門
知
識
を
有
す
る
研
究
者
の
養
成
に
努
め
、
経
済
、
経
営
上
の
諸
問
題
に
柔
軟
か
つ
的
確
に
対

応
で
き
る
高
度
な
専
門
性
を
持
つ
人
材
を
社
会
に
送
り
出
す
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
研
究
科
の
理
念
を
実
現
す
る
た
め
に
、
経
営
学
専

攻
で
は
次
の
よ
う
な
方
針
に
し
た
が
っ
て
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
作
成
し
て
い
る
。

１
．
高
度
な
専
門
知
識
を
確
実
な
も
と
す
る
た
め
に
、
研
究
科
の
専
門
科
目
を
、
企
業
経
営
に
関
す
る
様
々
な
問
題
を
解
決
す
る
方

法
を
探
求
す
る
「
経
営
系
」、
会
計
情
報
に
関
す
る
諸
問
題
を
理
論
的
・
実
証
的
に
分
析
す
る
「
会
計
系
」、
企
業
の
財
務
政
策
や

戦
略
的
問
題
に
計
量
的
手
法
で
接
近
す
る
こ
と
を
目
指
す
「
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
・
情
報
系
」
の
三
つ
の
系
に
大
別
し
て
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
を
構
築
し
て
い
る
。

２
．
授
業
科
目
は
上
記
の
各
系
の
科
目
と
し
て
開
講
さ
れ
て
い
る
が
、
全
て
の
授
業
科
目
が
選
択
可
能
と
な
っ
て
お
り
、
学
生
の
自

主
的
な
知
識
・
能
力
の
展
開
を
可
能
な
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
よ
っ
て
、
企
業
の
経
営
環
境
の
変
化
に
対
応
し
て
学
生
自
身
が
問

題
の
本
質
を
見
極
め
、
処
方
箋
を
探
る
た
め
の
専
門
性
の
拡
張
を
可
能
に
し
て
い
る
。
後
期
課
程
に
あ
っ
て
も
、
専
門
講
義
科
目

8
単
位
の
履
修
は
必
修
で
あ
り
、
関
連
分
野
の
知
見
が
コ
ー
ス
ワ
ー
ク
に
よ
っ
て
修
得
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

３
．
博
士
後
期
課
程
に
あ
っ
て
は
学
位
論
文
執
筆
が
学
修
の
主
た
る
目
的
と
な
る
た
め
、
指
導
教
員
の
担
当
授
業
科
目
に
係
る
演
習

が
重
要
と
な
る
。
少
人
数
教
育
で
あ
る
演
習
で
は
、
各
自
の
研
究
テ
ー
マ
に
従
っ
て
自
主
的
に
学
修
を
進
め
、
教
員
の
指
導
お
よ

び
学
生
間
の
議
論
に
基
づ
き
、
研
究
成
果
を
確
た
る
も
の
と
す
る
体
制
が
と
ら
れ
て
い
る
。
関
連
分
野
の
知
見
を
必
要
と
す
る
場

合
に
は
、
開
講
科
目
の
履
修
に
よ
り
、
指
導
教
員
以
外
の
教
員
と
の
議
論
を
通
じ
て
、
研
究
の
幅
を
広
く
す
る
こ
と
が
可
能
と
な

っ
て
い
る
。

４
．
指
導
教
員
に
よ
る
演
習
科
目
の
履
修
は

3
年
間
の
必
修
で
あ
り
、
学
期
を
追
っ
て
、
教
員
の
指
導
の
も
と
に
各
自
の
研
究
計
画

に
従
っ
て
研
究
を
進
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
他
方
、
研
究
の
進
展
と
そ
の
必
要
に
応
じ
て
、
科
目
履
修
を
通
し
て
関
連
分
野
の
知

見
を
獲
得
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
な
体
制
を
取
っ
て
い
る
。
研
究
の
客
観
性
を
担
保
す
る
た
め
に
複
数
指
導
教
員
制
が
と
ら
れ

て
い
る
。

人 間 文 化 研 究 科

人 間 文 化 専 攻

《
人
材
の
養
成
に
関
す
る
目
的
》

１
．
高
度
か
つ
先
進
的
な
国
際
水
準
の
研
究
を
行
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
次
世
代
を
担
う
若
手
研
究
者
を
育
成
し
、
ま
た
多
様
な
経
歴

を
持
つ
社
会
人
の
再
教
育
を
行
う
こ
と

２
．
人
文
社
会
諸
科
学
の
高
度
な
知
識
と
研
究
能
力
を
涵
養
し
て
、
地
域
と
国
際
社
会
に
対
応
で
き
る
人
材
、
現
代
社
会
の
諸
問
題

に
つ
い
て
指
導
的
な
役
割
を
果
た
す
こ
と
が
で
き
る
人
材
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
視
点
と
ロ
ー
カ
ル
な
視
点
と
を
併
せ
も
つ
高
度
専

門
職
業
人
や
研
究
者
を
育
成
す
る
こ
と

３
．
地
域
と
連
携
し
た
研
究
・
教
育
を
推
進
す
る
こ
と

上
記
目
的
を
踏
ま
え
、
博
士
後
期
課
程
に
あ
っ
て
は
、
本
研
究
科
に
３
年
以
上
在
学
し
て
、
特
殊
講
義
を
８
単
位
と
特
別
演
習
（
研

究
指
導
を
含
む
）
を
１
２
単
位
の
必
要
最
低
単
位
数
を
修
得
す
る
こ
と
で
、
専
門
領
域
に
お
け
る
自
立
し
た
研
究
者
と
し
て
の
能
力

を
獲
得
し
、
さ
ら
に
博
士
論
文
の
審
査
お
よ
び
試
験
に
合
格
す
る
こ
と
が
学
位
授
与
の
要
件
で
あ
る
。

 
な
お
博
士
論
文
の
提
出
要
件
は
、
予
備
論
文
を
提
出
し
て
審
査
に
合
格
し
、
さ
ら
に
公
開
セ
ミ
ナ
ー
を
実
施
し
て
博
士
論
文
の
執

筆
が
可
と
さ
れ
、
か
つ
博
士
論
文
提
出
ま
で
に
、
学
会
誌
等
（
学
内
紀
要
を
含
む
）
に
論
文
２
本
の
公
開
、
あ
る
い
は
論
文
１
本
の

公
開
と
学
会
大
会
報
告
１
回
を
行
う
こ
と
で
あ
る
。

 
次
に
博
士
論
文
の
審
査
基
準
は
、
当
該
論
文
が
、
明
確
な
研
究
目
的
・
方
法
を
持
ち
、
先
行
研
究
を
十
分
踏
ま
え
、
独
創
性
が
認

め
ら
れ
る
こ
と
、
当
該
分
野
に
お
け
る
学
術
的
意
義
が
十
分
に
認
め
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。

 
本
研
究
科
の
人
材
養
成
目
的
を
達
成
す
る
た
め
に
、
博
士
後
期
課
程
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
は
、「
文
化
研
究
」
と
「
人
間
・
社
会
研
究
」

の
二
つ
の
系
列
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
学
生
は
、
入
学
時
に
二
つ
の
研
究
系
列
の
う
ち
ど
ち
ら
か
１
つ
を
主
た
る
研
究
領
域
と
し
て

選
択
す
る
。

 
「
特
殊
講
義
」
は
当
該
分
野
に
お
け
る
専
門
知
識
を
修
得
し
、
何
が
研
究
課
題
に
な
る
の
か
を
学
び
、
研
究
の
方
法
と
技
能
を
身

に
つ
け
、
自
ら
の
研
究
テ
ー
マ
の
発
見
・
確
立
を
目
指
す
科
目
で
あ
り
、
８
単
位
以
上
修
得
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 
「
特
別
演
習
」
は
、
博
士
後
期
課
程
の
中
心
に
な
る
授
業
科
目
で
、
学
生
の
研
究
テ
ー
マ
の
設
定
と
そ
の
深
化
、
展
開
を
は
か
り
、

博
士
論
文
を
完
成
す
る
た
め
の
適
切
な
研
究
指
導
を
行
う
科
目
で
あ
り
、
毎
年
４
単
位
ず
つ
、
３
年
間
で
１
２
単
位
を
修
得
す
る
。

 
研
究
指
導
は
、「
特
別
演
習
」
を
担
当
す
る
主
指
導
教
員
の
他
に
副
指
導
教
員
の

2
名
が
あ
た
る
。

1
年
次
で
は
、
研
究
計
画
書
を

作
成
し
、
設
定
し
た
研
究
テ
ー
マ
に
つ
い
て
の
関
連
資
料
・
文
献
を
収
集
し
、
予
備
的
研
究
報
告
を
行
う
。

2
年
次
で
は
、
よ
り
詳
細

な
研
究
計
画
書
を
提
出
し
、
そ
れ
に
し
た
が
っ
て
論
文
執
筆
作
業
に
入
り
、
指
導
教
員
の
指
導
を
受
け
、
後
期
に
は
博
士
論
文
の
た

め
の
予
備
論
文
を
作
成
し
、
審
査
を
受
け
る
。
あ
わ
せ
て
学
会
報
告
、
論
文
発
表
を
目
指
す
。
３
年
次
に
は
、
あ
ら
た
め
て
研
究
計

画
書
を
作
成
し
、
博
士
論
文
の
執
筆
を
進
め
、
２
年
次
の
予
備
論
文
の
成
果
に
基
づ
い
て
「
公
開
セ
ミ
ナ
ー
」
を
行
い
、
研
究
概
要

を
口
頭
発
表
し
、
指
導
教
員
以
外
の
教
員
か
ら
の
指
導
も
受
け
る
。
追
加
的
な
研
究
を
進
め
た
上
で
博
士
論
文
を
完
成
す
る
。
あ
わ

せ
て
学
会
報
告
、
論
文
発
表
を
目
指
す
。

芸 術 工 学 研 究 科

芸 術 工 学 専 攻

１
．
芸
術
工
学
分
野
の
研
究
者
お
よ
び
高
度
な
専
門
的
職
業
人
と
し
て
各
分
野
で
指
導
者
と
し
て
活
躍
で
き
る
人
材
を
輩
出
す
る
。

２
．
博
士
後
期
課
程
に
２
年
以
上
在
籍
し
、
特
別
演
習
８
単
位
、
特
別
研
究
８
単
位
の
修
得
が
学
位
授
与
の
要
件
で
あ
る
。

３
．
学
術
雑
誌
へ
の
査
読
付
き
論
文
２
編
の
掲
載
決
定
が
学
位
授
与
の
要
件
で
あ
る
。

４
．
最
終
試
験
で
は
、
専
門
的
資
質
、
語
学
力
を
評
価
し
、
学
位
論
文
公
聴
会
は
公
開
で
実
施
し
、
芸
術
工
学
分
野
に
お
け
る
研
究

者
お
よ
び
産
官
学
分
野
に
お
け
る
高
度
な
専
門
的
職
業
人
の
指
導
者
と
し
て
相
応
し
い
知
識
・
技
量
・
実
践
力
を
修
得
し
て
い

る
こ
と
が
合
格
の
基
準
と
な
り
、
３
名
以
上
の
審
査
委
員
に
よ
る
論
文
お
よ
び
最
終
試
験
の
審
査
、
及
び
、
教
授
会
で
の
投
票

審
議
に
よ
り
合
否
を
決
定
す
る
。

１
．
人
類
共
通
の
未
来
の
設
計
と
構
築
に
具
体
的
に
関
与
し
う
る
高
度
な
専
門
的
職
業
人
、
ま
た
自
立
的
に
研
究
活
動
を
展
開
で
き

る
研
究
者
を
養
成
す
る
た
め
に
、
環
境
情
報
設
計
学
及
び
生
活
環
境
計
画
学
２
科
目
に
特
別
研
究
と
特
別
演
習
を
設
け
る
。

２
．
定
期
的
に
中
間
研
究
報
告
会
を
開
催
し
、
研
究
の
指
導
、
推
進
の
機
会
を
設
け
る
。

３
．
社
会
人
学
生
の
た
め
に
、
授
業
の
昼
夜
開
講
制
と
長
期
履
修
制
を
実
施
す
る
。
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●
博
士
後
期
課
程
・
博
士
課
程
の
専
攻
別
ポ
リ
シ
ー
（
案
）

研
究
科
専
攻

デ
ィ
プ
ロ
マ
・
ポ
リ
シ
ー

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・
ポ
リ
シ
ー

看 護 学 研 究 科

看 護 学 専 攻

大
学
院
学
則
に
基
づ
く
授
業
科
目
及
び
単
位
数
の
修
得
な
ど
規
定
に
あ
る
要
件
を
満
た
し
、
以
下
の
能
力
を
身
に
付
け
た
学
生
に
対

し
て
、「
博
士
」

(看
護
学

)の
学
位
を
授
与
す
る
。

１
．
科
学
の
発
展
や
技
術
の
進
歩
に
伴
う
医
療
の
高
度
化
、
社
会
の
構
造
の
変
化
や
国
際
化
な
ど
に
伴
う
健
康
課
題
の
多
様
化
に
即

し
た
研
究
・
教
育
を
遂
行
す
る
に
必
要
な
広
い
視
野
と
豊
か
な
学
識
を
有
し
て
い
る
。

２
．
そ
の
広
い
視
野
と
豊
か
な
学
識
を
十
分
に
活
用
し
、
自
立
し
て
、
独
創
的
で
高
度
な
研
究
活
動
を
持
続
す
る
意
志
と
能
力
を
有

し
て
い
る
。

３
．
加
え
て
、
博
士
論
文
の
審
査
と
最
終
試
験
で
は
、
研
究
目
的
（
問
題
設
定
）、
研
究
方
法
、
実
施
、
分
析
、
考
察
の
適
切
性
、
研

究
の
独
創
性
、
学
術
的
発
展
性
と
意
義
、
倫
理
的
配
慮
な
ど
の
点
で
、
博
士
の
学
位
に
相
応
す
る
内
容
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る

必
要
が
あ
る
。

看
護
学
研
究
科
博
士
後
期
課
程
で
は
、

１
．
健
康
支
援
看
護
学
分
野
と
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
看
護
学
分
野
の
学
問
的
構
築
を
推
進
し
、
国
際
社
会
な
ど
多
様
な
場
で
活
躍
で
き
る

優
れ
た
教
育
・
研
究
者
を
育
成
す
る
た
め
に
、
高
い
専
門
的
知
識
と
技
術
を
修
得
さ
せ
、
医
療
の
高
度
化
に
対
応
す
る
先
進
的

研
究
お
よ
び
、
地
域
の
保
健
医
療
福
祉
分
野
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
研
究
を
実
践
す
る
。

２
．
専
門
領
域
の
学
問
的
知
識
と
技
術
の
向
上
を
図
る
た
め
、
専
門
別
特
講
、
特
講
演
習
お
よ
び
特
別
研
究
の
科
目
群
を
配
置
す
る
。

３
．
ま
た
、
多
面
的
な
専
門
知
識
と
技
術
を
修
得
し
、
看
護
学
領
域
に
お
け
る
高
度
な
学
問
的
能
力
と
研
究
実
践
能
力
を
養
う
た
め

に
支
持
科
目
群
を
配
置
す
る
。

４
．
特
別
研
究
で
は
、
研
究
計
画
と
実
施
、
博
士
論
文
予
備
審
査
、
関
係
あ
る
学
術
雑
誌
へ
の
論
文
発
表
、
博
士
論
文
審
査
お
よ
び

最
終
試
験
な
ど
を
経
て
、
高
度
な
看
護
学
の
学
問
的
構
築
と
研
究
能
力
を
修
得
さ
せ
る
。

シ ス テ ム 自 然 科 学 研 究 科

自 然 科 学 専 攻

１
.
物
質
科
学
、
生
命
科
学
、
情
報
科
学
な
ど
の
研
究
分
野
に
お
い
て
幅
広
く
深
い
知
識
を
備
え
、
専
門
分
野
に
お
け
る
高
い
研
究
能

力
と
高
度
な
専
門
性
を
必
要
と
す
る
職
業
を
担
う
た
め
の
能
力
を
身
に
つ
け
て
い
る
か
が
課
程
修
了
の
要
件
と
な
る
。

２
．
博
士
後
期
課
程
に
あ
っ
て
は
、
当
該
研
究
科
の
定
め
る
履
修
期
間
在
学
し
て
、
研
究
科
の
教
育
・
研
究
の
理
念
に
沿
っ
た
研
究

指
導
を
受
け
、
所
定
の
授
業
科
目
を
履
修
し
て
、
基
準
と
な
る
単
位
数
以
上
を
修
得
し
、
か
つ
所
定
年
限
内
に
研
究
科
が
行
う
博
士

論
文
の
審
査
及
び
最
終
試
験
に
合
格
す
る
こ
と
が
学
位
授
与
の
要
件
で
あ
る
。

３
．
博
士
後
期
課
程
に
あ
っ
て
は
、
以
下
の
観
点
か
ら
博
士
論
文
の
審
査
及
び
最
終
試
験
を
行
う
。

（
ア
）
当
研
究
科
に
ふ
さ
わ
し
い
内
容
で
国
際
的
に
通
用
す
る
水
準
の
研
究
を
行
っ
て
い
る
こ
と
。

（
イ
）
自
立
し
た
研
究
者
と
し
て
の
能
力
を
有
し
、
こ
れ
か
ら
も
活
躍
が
期
待
で
き
る
こ
と
。

（
ウ
）
未
知
の
問
題
を
探
し
出
し
、
そ
の
重
要
性
を
判
断
し
、
問
題
解
決
へ
向
け
て
の
手
法
を
考
え
る
能
力
な
ど
を
体
得
し
て
い
る

こ
と
。

（
エ
）
研
究
す
る
上
で
独
創
性
が
重
要
な
こ
と
を
理
解
し
、
自
ら
独
創
性
を
正
当
に
評
価
で
き
、
こ
れ
を
志
向
し
た
態
度
を
体
得
し

て
い
る
こ
と
。

（
オ
）
研
究
を
遂
行
す
る
上
で
必
要
な
能
力
 

(討
論
、
研
究
発
表
、
共
同
研
究
の
遂
行
、
研
究
環
境
の
構
築
な
ど

)を
有
す
る
こ
と
。

（
カ
）
英
語
に
よ
る
研
究
論
文
の
執
筆
や
国
際
会
議
で
の
発
表
に
必
要
な
語
学
力
を
身
に
つ
け
て
い
る
こ
と
。

４
．
研
究
が
高
い
倫
理
性
と
責
任
感
を
も
っ
て
実
施
さ
れ
て
い
る
か
も
、
大
学
院
課
程
修
了
の
際
に
考
慮
さ
れ
る
。

５
．「
博
士
の
学
位
に
関
す
る
審
査
内
規
」
は
履
修
要
綱
に
明
記
し
て
い
る
。

シ
ス
テ
ム
自
然
科
学
研
究
科
自
然
科
学
専
攻
博
士
後
期
課
程
で
は
、
自
然
の
摂
理
の
解
明
と
、
複
雑
な
現
代
社
会
が
抱
え
る
様
々
な

問
題
の
解
決
に
、
高
度
で
分
野
横
断
的
な
科
学
技
術
を
駆
使
し
て
取
り
組
む
研
究
者
を
養
成
す
る
た
め
に
、
次
の
よ
う
な
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
を
編
成
し
て
い
る
。

○
専
門
科
目

専
門
科
目
は
、
シ
ス
テ
ム
自
然
科
学
研
究
科
に
お
け
る
各
専
門
分
野
の
学
問
体
系
や
専
門
技
術
を
博
士
後
期
課
程
大
学
院
生
個
々
の

特
殊
性
を
考
慮
し
て
教
授
す
る
も
の
で
あ
る
。

○
演
習
科
目

各
研
究
分
野
ご
と
の
話
題
に
お
い
て
、
調
査
発
表
・
討
論
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
ゼ
ミ
形
式
で
行
う
必
修
科
目
で
あ
る
。

○
特
別
研
究

特
別
研
究
は
、
指
導
教
員
に
よ
る
研
究
指
導
に
基
づ
き
、
３
年
間
（
社
会
人
学
生
に
あ
っ
て
は
最
長
５
年
間
）
の
研
究
を
行
い
、
そ

の
研
究
成
果
を
論
文
に
ま
と
め
る
と
と
も
に
口
頭
発
表
す
る
必
修
科
目
で
あ
る
。
研
究
指
導
は
、
年
度
始
め
に
作
成
さ
れ
た
研
究
指

導
計
画
書
の
内
容
に
基
づ
い
て
行
わ
れ
、
そ
の
成
果
は
年
度
末
の
研
究
指
導
報
告
書
に
記
さ
れ
る
。

（
生
命
情
報
系
）

生
命
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
や
歴
史
、
生
物
と
環
境
と
の
関
わ
り
な
ど
を
、
最
先
端
の
バ
イ
オ
サ
イ
エ
ン
ス
や
イ
ン
フ
ォ
マ
テ
ィ
ク
ス
を
駆

使
し
て
探
求
す
る
た
め
に
必
要
な
専
門
科
目
を
学
ぶ
。

（
自
然
情
報
系
）

自
然
界
に
お
け
る
未
知
の
現
象
の
発
見
や
、
私
た
ち
が
実
社
会
に
お
い
て
克
服
す
べ
き
問
題
点
の
解
決
な
ど
に
、
数
学
・
物
理
学
・

化
学
さ
ら
に
情
報
学
な
ど
を
駆
使
し
て
取
り
組
む
た
め
に
必
要
な
専
門
科
目
を
学
ぶ
。
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